
Cognition at Seas : Navigational Knowledge in
Satawal, Central Caroline Islands, Micronesia

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-02-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 秋道, 智彌

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15021/00004212URL



秋道　 航海術と海の空間認識

航海術と海の空間認識

一中 央 カ ロ リン諸 島 ・Satawal島 に お け る事 例 一

秋 道 智 彌*

                    Cognition at Seas: 

Navigational Knowledge in Satawal, Central Caroline Islands, Micronesia

Tomoya  AKnocm

   This paper describes several sets of traditional navigational 

knowledge employed by navigators in the Central Caroline Islands of 

Micronesia. It includes  Senong,  YarhuwOw,  Rheaniy, Tunui  Men 

Anufa, Serhakinimasaccha, Ripweripwen Anan  Aniairhe,  Fefen Perhan 

Yayufan, and  Fee Yiyas. Each set of knowledge contains hypothetical 

voyages between islands and reefs scattered in Micronesian waters. It 

also refers to encounters with fish, whale, sea birds, and driftwoods 

which are inferred as being esoteric and unrealistic in shape. Similarly, 

the knowledge includes evoked images in which a fisherman or navigator 

pursues reef fish which escape from one hole to another. Furthermore, 

navigational routes taken in imaginary voyages often create images of 

dorsalfin, stone weir, or a whole fish shape. Contrary to earlier assump-

tions that these items of knowledge are useful only esoterically and for 

group identity used by navigators of different schools and experiences, 

these items also serve navigators to spontaneously create images and 

maps for space allocation during voyages. The seemingly esoteric 

knowledge then bears the practical significance for location finding and 

in making marine charts.
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麗.結 論と討論

1.は じ め に

　本論 では,Satawa1島 に おけ る筆者の野外調査 資料 を もとに,ミ クロネシアのカ ロ

リン諸島におけ る航海術 の知識について記述 と分析 をお こな う。 と りあげるのは,以

下 の8つ の知識項 目であ る。す なわ ち,Sen6ng,　 Yarhuw6w,　 Rh饌niy,　 Tunui　 N鳬n

Anufa,　 Serhakinimasaccha,　 Ripweripwen　 Anan　 Aniairh�,　F馭駭　Perhan　 Ayufan,　 F鳬

Yiyasで あ る。 そ して,こ れ らの知識が じっさいの航海 の さいに海上 でいか なる意味

をもつ のか,さ らに航海術 の知識全体のなかで どの ように位置づけ られ るのかにつ い

て議論を してみたい。

　す でに私はSatawa1島 に おけ る調査か ら,カ ロ リン諸島一帯でお こなわれ て きた航

海術 の知識体系のなかで,人 び とが学習 して体得 し,あ るいは実際に利用す るため の

指 針 とな るさま ざまな知 識項 目につ いて発表 して きた 【秋道 　 1980,1981a,1981b,

1984,1988;AxnvllCH-　 　1987,　n.d.]o

　 これ らを通覧す ると,航 海術 の知識項 目自体 は,学 習上 の難易度や実際 の航海 にお

ける意味や応用度な どの点 で内容的にたいへんバ ラつ いている。

　 た とえば航海術のなか で,も っ とも原理 的に重要 なものは羅針盤 である。 カ ロ リン

諸 島では,15の 星や星座 の出没方位を もとに してつ くられたいわゆる星座 コソパスが

ある(図1)。

　 この星 座 コ ンパ ス を も とに した基 本的 か つ重 要 な知 識項 目と しては,Paaf洄,

Y疵howumw,　 Yamasが あ る。　Paaf洄は,星 座 コソパス上に ある32の 方位名称 を記憶

す ることを さす。Y疵howumwは,星 座 コソパス上 で相対す る方位 の対を記憶す るこ

とをさ し,対 の数は全部 で16組 ある。Yamasは 星 座 コソパ スの中央部 にカ ヌーを想

定 し,そ の カヌーの船首,船 尾,ア ウ トリガー側,プ ラ ッ トフ ォーム側 の延長線上に
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図1　 星座コンパスと方位番号(1-32)

　　　 ()内 の数字は,コ ンパス方位(°)を あらわす

それぞれあたる4つ の方位を1つ の組として記憶するもので,カ ヌーの前後関係と左

右での非対称性を考慮すると,そ の組合せは全部で32組ある 【秋道　1981a】。

　以上の3つ は,あ らゆる場合に適用される原理的な知識である。 さらに海上 とい う

具体的な場で基本的に大切な知識がWoofanuwで ある。 これは,あ る島からみて周

囲にある別の島じまやサソゴ礁が位置する方位を星座 コンパスの32あ る方位名称をも

とに島ごとに網羅的に記憶する知識である。 こうした知識は じっさいの航海上,な く

てはならないものであることはいうまでもない 【秋道　 1984】。

　これにたいして,み かけ上,実 用性にとぼしいか,そ の可能性が低いと考えられる

知識項 目もなかにふ くまれている。たとえばPwukofは,あ る島からみて周囲にあら

われる海鳥,魚,流 木などの生物現象や泡,波 といった海洋現象を網羅 した知識であ

る。場合によっては,サ ソゴ礁が言及されることもある[秋 道　1988】。

　Pwuupwunapanapは,水 面に巨大なモソガラカワハギとい う魚が横たわっている

というイメージをもちいて,そ の魚の頭,背 びれ,腹 びれ,尾 などの部分に特定の島
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やサ ンゴ礁,あ るいは生物現象が対応するという内容の知識である 【秋道　1981b;

EiKIMICHI　 1987]o

　 これ らには,実 在の事物以外に架空 とおもわれる存在が数おおくふ くまれている。

場合によっては,体 が二又にわかれたクジラとか木の葉にのった超自然的な存在とい

ったように,奇 抜な内容のものもある。

　 こうしたことから,い くつかの項 目は実用性がな く,単 に知識として記憶するため

の 「ジレッタント」的性格をもつものであ り,航 海術のさまざまな流派のあいだで秘

儀的知識 として保持されるか,あ るいは単にその内容を記憶 して 「よりしっているほ

うが優れている」ことを競 うための手立て,あ るいは知的な遊びにすぎないとみなさ

れてきた 【GLADwIN　 l　970;RIESENBERG　 1976】。

　すなわち,カ ロリソ諸島の航海術の知識は,実 用的なものと,秘 儀的で非実用的な

ものに二分することができるようにおもわれてきた。そして,実 在 と架空,実 用 と遊

びといった二元的な区分や解釈だけで,ミ クロネシアの航海術の知識を理解すること

ができるとされてきたのである。

　 しかし,私 は架空の存在を前提とした知識のあ りかたが,単 に記憶力を競い合い,

集団内での秘密主義のためだけに存在するとはどうしてもおもわれないのである。す

でにPwuupwunapanapとPwukofに かんする知識の分析においても,実 在物 と架空

の存在が共存することを自明のこととする,な いし不確実なものをとりこんで世界を

理解するという認識のしかたが当然あ りうるのではないか,と い うことを指摘 した

【秋道　 1981b,19881。

　 とくに海 という場について考えてみると,以 上のことがたいへん説得力をもつので

はないかとおもわれる。つまり海洋環境下では,場 所を同定し区別するうえでの境界

が曖昧である。島影がみえないときに,位 置をしるうえでの目安 となる魚や鳥といっ

た指標物 も一定の場所にとどまることはなくうごく存在である。

　 こうした環境下では,航 海者が移動 しながら位置や方位を確認し,し かも不慮の事

故,あ るいは竜巻や嵐といった天変地異の現象に遭遇 しながら航海をつづけていくさ

いに,独 自の認識手段と意志決定の方法が生み出されてきたのではないか。

　海とい う場において,位 置や方位,あ るいは時間を認識するさいに,わ れわれ自身

が しらない,あ るいはまった く異なった見方や方法があるのではないか。ぎゃくにわ

れわれは,あ まりにも既成の基準なり考えに執着 しすぎてはいないだろうか。本論で

とりあげる航海術の知識の分析が,海 上における位置や方位を確認 ないし認識する

うxで の認識地図(cognitive　map)の ようなものをしる有力な手立てになるのではな
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いか 【FRAKE　 l985;GELL　 1985;BLADEs　 and　SPENCER　 1986】。

　本論では,Satawal島 に おけ る航海者の うち男性5名 を通 じてえた情報を もとに,

航 海術の知識項 目を記述 し,既 発表の資料 とあわせ て吟味,分 析す る。それ らは,い

ずれ も秘儀的 な内容,あ るいは架空の可能性 を もつ要素をふ くんでいる。そ してそれ

らにたい して,上 記にのべた こ とが さらに よくあてはまるのか,あ るいは ぎゃ くに,

や は り 「ジ レッタ ンティズム」 のための知識 で しか なか ったのか,と いった問題を議

論 してみたい。 これが本論 のおおきなね らいである。

　 なお本文中,Ep,　 Mg,　Rp,　Ik,　Ewと い う記号に よ りそれぞれの情報提供者をあ らわ

す こ とにす る。Satawa1語 の記載事項 と表記方法については,調 査 当時 の1980年 に 調

査助手をつ とめていただいたSabino　 Sauchomal氏 に よ り検討を うけた。　Satawal語

の 表記については,筆 者の これ までの発表論文 で もちいた要領 に したが うものとす る

【秋道　 1980,1981a,1981b,1981c,1984]。

皿.結 果 知識項目の記述

　本論 で とりあげ る航海 術の知識に関連 した もの として,既 発表 のPwuupwunapanap

【秋 道1981b;AKIMICH-1987],　 Pwukof【 秋 道　 ...,Yet疚【 秋道1985]が あ る。

この うちPwuupwunapanapとPwukofは 全体 の内容 にとって重要 とお もわれ るので,

考 察 のなかで と りあげることにす る。

ここでは,8つ の知識項 目につ いて順番 に記述す る(順 不 同)。 なお,星 座 コソパス

上 の方位 は,図1に あ る方位番号(1か ら32)に よってあ らわす もの とし,そ の番 号

を文 中で もちいるもの とする。

1.　 Sen�g

　Sen6ngは,あ る島を出発 して一定の方向に航海す ると,か な らず クジラに遭遇す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ようへい

るとい う内容 の知識であ る。Sen6ngは,も ともと 「ココヤシの葉柄 をな らべ る」 と

い う意味をあ らわす。se一 は 「つ くる,固 定す る」,　n6ngは 「カ ヌーの揚げ おろ しに

もちい られ るココヤ シの葉柄」をそれぞれ さす ことぽであ る。すなわ ち,カ ヌー小屋

か ら大～中型 の カヌーを海岸におろ した り海か ら浜 に引 き揚げ るとき,カ ヌーの滑 り

をよ くす るために ココヤシの葉柄を枕木の よ うに砂浜 に一定間隔 ごとにな らべ る(写

真1)。

　 Sen6ngと い う知識では,コ コヤ シの葉柄 が海 の クジラと してあ らわ され てい る。
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写真1　 カヌーの揚げおろし風景とn�g(コ コヤシの葉柄)

ク ジラの こともn6ngと よばれ る。　Satawal島 で は,2人 の 航海者 か ら情報をえた。

　 1-1.　 Rp

　 まず,Pulusuk島 か ら真南 に進路を とる。　Satawa1語 では,　wenewenenupと よばれ

る方 位であ る(星 座 コ ンパスの方位番号は17)。 す ると,頭 を北 にむけた1頭 のおお

きな クジ ラに出会 う。その クジラに出会 った ら,そ の場所 か らtupwun　 m痒inap(方

位 番 号25),す な わ ちほぼ西 にすすむ。す る と,別 のおお きな クジラがいて,や は り

頭 を真北 にむけてい る。そ こで さらにその場所か らf洄sumw疚偀の 方位(方 位番号

1),す なわ ち真北にすすむ と,Pikelot環 礁 に到着す る。

　 こん どは,Pikelot環 礁 か らもときた航路 を真南にゆ くと,さ きほ どの クジ ラに出
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会 う。 こん どは,そ の場所か ら方位番号25の ほ うにい くと,ち が うクジ ラに 出会 う。

その クジラも頭を真北 にむけている。そ してそ こか ら真北 にすすむ と,Satawal島 に

到着す る。

　 このよ うに してつぎつ ぎ と航海をすすめ,何 頭 もの クジ ラに出会い,い くつ もの島

じまに到 着す る。Satawal島 に ひ きつづ いて登場 す る島 じまは,　Lamotrek環 礁,

Olimarao環 礁,　Ifaluk環 礁,　Woleai環 礁,　Eaurupik環 礁,　Sorol環 礁,　Ulithi環 礁,

Ngulu環 礁,そ してPalau諸 島 であ る。西 カ ロリン諸 島にあるPalauが この航海 の最

終 目的地 となる。

　結局,12頭 の クジラが12の 島 じまの真南 にいることにな る。そ して どの クジ ラもお

お き くて,真 北をむいてい る。 これ らの航路 は,Pulap島 の大航海者 であるSakurh

が お こなった航海のル ー トである とされ る。 そこでこのル ー ト上 で出会 うクジラは,

n6ngon　 wai　Sakurh,す なわ ち 「Sakurhの 航 海 の クジ ラ」 とよぽれ る。

　 1-2.　 Mg

　 1-1.よ りも事例がす くな く,Pulusuk島 か らEaurupik環 礁 までのあいだに7つ の

島やサ ンゴ礁 が言及 されてい る。 ここでは,そ の名称 だけを列記 してお こう。

　 Pulusuk島 一Worhaisaw(サ ソ ゴ礁)-N6mwoniyorh(海 域)-Ifaluk環 礁 一Woleai

環 礁 一Eaurupik環 礁 。

　以上の2例 を模式 的にあらわ したのが図2で あ る。

2.　 Yarhuw�

　 この知識は,Puluwat環 礁 の1人 の男性がお こな う突 き漁 をモチーフとしている。

Yarhuw6wは,「 棒 きれで穴 を突 く」 とい う意味 である。　yarhuと い うのは 「棒 きれ

やヤスで突 く」,w6w(〈w66w)は 「サ ソゴ礁の岩穴」をそれ ぞれ あらわす。

　 2-1.　 Rp

　 Puluwat環 礁 の1人 の男性が,　Puluwat環 礁 にあ るWowunikaarhと い う名前の岩

穴にい るwurhaと い うブダィの一種 を棒 きれで突 こ うとす る。 す ると,こ の魚は身

をかわ してPulusuk島 に あ る別の岩穴に逃げ こむ。魚の逃 げた方位 はt矣nupw(方

位 番 号16番)で あ る。wurhaと い うのは,ブ ダイの1種 のオ ニハ ゲブ ダイ(Scarus

jonesi)で あ り 【AKImcHI　 and　 SAUCHOMAL　 l　982:19】,ほ おの部分が赤 い色 を してい

る とい う。 プダイは,ふ つ うサ ソゴ礁 の岩かげにか くれ る習性を もつ。

　 男は この魚 を追 いかけ てPulusuk島 に ゆ く。 そ こでwurhaと い う魚 がひ そむ
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図2　 Sen�gの 知識の概要
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W6wunik66pwurhと い う名前の岩穴をふたたび棒 きれで突 く。 しか しこの場合 も,

魚 は逃げて しま う。 こん どは,ほ ぼ北 のt矣nm痒in疳疣ef疣g(方 位番 号2)の 方 位

に逃げてゆ き,Tamatam島 に達す る。

　 このよ うに して,魚 が島か ら島へ と逃げてゆ き,男 も島か ら島へ と魚を追 いかけて

ゆ く。以下,魚 がつ ぎつ ぎと逃げ る方位番号 と,逃 げた先 におけ るサ ソゴ礁 の岩穴の

名称 を列記 しよ う。 なお括弧 内は,岩 穴 の名称の意味 内容 を しめす。

Puluwat環 礁 のW6wunikaarh(岩 穴+取 り出そ うとす る)⇒ 方位番号16

　 t

Pulusuk島 のW6wunikoopwurh(岩 穴+下 にか くれ る)⇒ 方位番号2

　 1

Tamatam島 のW6wumwaan(岩 穴+男 性)⇒ 方位番号l

　 t

Pulap島 のW�ufefin(岩 穴+女 性)⇒ 方位番号2

　 t

Ulul島 のW6wun　 manuurh(岩 穴+エ ビ)⇒ 方位番号3

　 1

Magur島 のW�un　 wain�(岩 穴+漁 法 の1種)⇒ 方位番号13

　 t

Ono島 のW6wun　 maiyas(岩 穴+有 種子のパ ソノキ)⇒ 方位番号13

　 t

Onari島 のW6w　 mwarhemwarh(岩 穴+花 束)⇒ 方位番号16

　 t

Pisaras島 のW6wiy　 niko(岩 穴+意 味不明)⇒ 方位番号8

　 1

East　Fayu島 のW6wiy　 n6pwut(岩 穴+ウ ミヘ ビ)⇒ 方位番号11

　 1

Nomwin島 のW6wnarh(岩 穴+ウ ニ)⇒ 方位番号11

　 t

Fananu島 のW6wnap(岩 穴+お お きい)⇒ 方位番号6

　 t

Murilo環 礁 のW6wunkkon(岩 穴+意 味不 明)⇒ 方位番 号20
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　 t

Truk環 礁 のW6wuniik(岩 穴+魚)⇒ 方位番号8

　 t

Oroluk環 礁 のW�unimwarh(岩 穴+意 味不明)⇒ 方位番号11

　 1

Ponphei島 のWowui　 s6wufonapei(岩 穴+ポ ナベ島の首長)⇒ 方位番号11

　 1

Kosrae島 のWowui　 s�ukaraw(岩 穴+コ シャエ島の首長)⇒ 方位番号22

　 1

Ngatik環 礁 のW6w　 pwerepwer(岩 穴+白 い)⇒ 方位番号25

　 1

Namoluk環 礁 のY駱�(岩 穴+意 味不 明)⇒ 方位番号25

　 1

Pulusuk島 のW�iy　 nik�wurh(岩 穴+意 味不明)⇒ 方位番号32

　 1

Puluwat環 礁

　最終的に,こ の魚はPikelot環 礁 のW6wiy　 nik6pwurと い う名前 の岩穴か らふたた

びPuluwat環 礁 に逃げ る。そ こでついに,男 は この魚を突 くことに成功 す る。 これ

で,こ の知識はおわ る。Yarhuw6wと い う知識のなかで言及 されてい るのは,中 央お

よび東 カ ロ リソ諸 島 に あ るほ とん どの 島 じまで あ り,も っ とも東端 に あ るのは

Kosrae島 で ある。

3.　 Rh饌niy

　 Rh饌niyと い う知識 は,前 述 のYarhuwbwと 類 似 した 内容 を もってい る。 この場

合 も,島 か ら島へyaniyと い う魚を追いかけて漁をす る とい う設定 にな ってい る。

yaniyと い うのは,・ ・タの総 称(Epinephelidae)で あ る 【AKIMIcHI　and　 SAUCHOMAL

1982:19】 。rh驤�は 「下か ら捕 まえる」 とい う意味であ る。

　 3-1.Rp

　 この知識では,Pulusuk島 の 男の漁師が・・タを手で捕 まえ よ うとす るところか ら話

が は じまる。捕 まえ よ うとす ると,こ の魚はPwukuw　 mwormwoorと い う名前 のサ

ソゴ礁に逃げてゆ く。そのサ ソゴ礁はPulusuk島 か らtupwun　 y伀佖iik(方 位 番号30)
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の方位,つ ま りほぼ北北西にあ る。

　男はPwukuw　 mwormwoorに ゆ き,そ こで魚を手で捕 まえ ようとす る。 しか し,

魚 はふたたび逃げて しまう。 こん ども,や は り魚はtupwun　 y伀佖iikの 方位 に逃 げて

ゆ き,Pwukuw　 yenanaiと い うサ ソゴ礁にか くれる。

　 この ように して,魚 はつ ぎつ ぎとちが うサ ソゴ礁へ逃 げてゆ く。 これ らのサ ンゴ礁

は,い ずれ もtupwun　 yt勛佖iikの 方 位 にある。つ ま り,　Pulusuk島 か らおな じ方位 に

これ らの サ ンゴ礁 が な らん で い る こ とに な る。 そ れ らの サ ン ゴ礁 は,Pwukuw

yasinn駟,　Wurhourhan,　 Ruwatで あ る。

　 Ruwatか ら,こ ん どは魚はRuwatan　 fenarikと い うサ ンゴ礁 へ逃 げてゆ く。 その方

位はt矣ny伀佖iik(方 位 番号4),す なわ ち北北 東方向にかわ る。　Ruwatan　 fenarik

か らは,お な じ方位上にあ るMagur島 に 逃げ る。　Magur島 か らや は りt矣n　y伀佖iik

の 方 位 にゆ くと,島 や サ ソゴ礁ではな く,白 い1羽 のサ ギに 出会 う。そのサ ギには

S6tawと い う固有 の名前がついて いる。

　 この よ うに して,サ ギの い る場所 で ハ タを捕 まえ よ うとす る と,や は りお な じ

t矣ny伀佖iikの 方 位上 で1羽 のサ ギがい る場所 に魚が逃 げ てゆ く。 そのサ ギに も

Rhatawと い う名前がつ いてい る。 このサ ギは飛んでいる。

　 さらに魚がおな じ方位につ ぎつ ぎ と逃げてゆ くと,さ まざまな生物 が 目安 と して登

場す る。それ らを順番 にあげ ると以下の よ うになる。

　　 Yanniy�:1羽 の グソカ ソ ドリ(yasaf)

　 　 Neainerhu:1羽 の ムク ドリ(mwiy)

　 　 Rhesatikimwiy:2羽 の ムク ドリ

　　 Rhororhor:10羽 の ムク ドリ

　　 Rhukuniy6n:1尾 の ヒメジ。　ch伀洄nと い う種類(Parupeneus　 trifasciatus)に 似

　　　　　　　　 ているが,s疚疣atと い う種類 の ヒメジ(Parupeneus　 cッclostomus)

　 　 　　　　　　 である。体色は黄色を してい る。

　　 Yoonomwarh:2尾 の ヒメジ。体色は黄色を してい る。

　　 Pareru:2頭 の クジ ラ。尾の部分 で体が合体 している。

　　 Yikefir:1尾 の キ ン トキダイ(Priacanthus　 sp.)

　 　 Yikis6rh:1尾 の キ ン トキ ダイ

　 このあ と,最 終的にハ タはN鳬nAnufaと い う架空の島の水路 に逃げ こみ,そ こで

と うと う捕 まえられ る。N鳬n　 Arrufaは,　 Fanuwankuwenと い う島にある唯一 の水路

であ る。
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　上 にのべた よ うに,こ のハタはPulusuk島 か らは,最 初,　tupwun　 y伀佖iikの 方位

上 にあ るサ ソゴ礁 へ と順番 に逃 げ まわ る こ とに な る。 そ してRuwatか らt矣n

y伀佖iikの 方 位 に逃げつづけ る。 そのさい,1つ のサ ソゴ礁 とMagur島 以外はすべ

て特定 の名前 と行動様式を もつ生物のいる場所 にな っている。漁師(あ るいは航海者)

か らす ると,ハ タを追 いかけ るなかで,さ まざまな生物 に出 くわす ことになる。

4.Tunui　 N鳬n　 Anufa

　 この知 識 は 別名 でPwukofi　 Fanuwankuwenと も よぼ れ る。す なわ ち これ は,

Fanuwankuwenと い う島か らみて周 囲のさまざまな方位 にあらわれ る島,サ ンゴ礁,

生物現象 などを網羅 した知識 といえ る。Tunui　 N鳬n　 Anufaと い うのは,　Anufaと い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 たいまつ

う名前 の超 自然的存在 が,島 の ラグー ン(n鳬n)で コ コヤシの葉製 の松 明をもちいて

四方 を照 らしだ し,そ れぞれ の方位にある島や鳥,魚 な どについてのべる とい う内容

になっている。tunは 「松 明」 をあ らわす。

　 Fanuwankuwenは,「 トカゲの島」 とい う意味 で,場 所や名称 を同定す ることが で

きない。 この島の入 り江が ち ょうど トカゲの形を してお り,そ の一番奥にある砂浜 に

ア ジの群れが突 っ込む とい う。これ には,2人 の航海者か ら情報 を うるこ とがで きた。

　4-1.　 Rp

Fanuwankuwenか ら松 明で照 らしだ され る方位 ごとに 出現す る現象 を,星 座 コ ン

パスの方位番号順にあ らわす と以下の よ うになる1)0

　 方 位番号9　 Fainippwoと い う名前のサ ンゴ礁が出現す る。 このサ ソゴ礁はサ ソ

　　　　　　　 ゴ石灰岩製 の石 ぎねに形が似 ている。

　 方位番号11Mesangと い う名前 の島。 この島か ら流木がサタ ワル島にながれ て

　　　　　　　　くる と考 え られてい る。流木 の接岸を祈願す る儀礼があ り,そ の対

　　　　　　　 象 となる島。

　 方位番号12　 Murilo環 礁

　 方位番号13S66n:Nomwin島 の近 くにあ る島

　 方位番号14Fananu島

　 方位番号15　 0nari島

1)記 載の順番は,ふ つう方位番号9(ほ ぼ東に相当)か ら時計まわ り(南 →西→北→東)に

　なっている。この方式は,現 地で航海術の知識をまなぶさいにかならず踏襲されるきまりで

　ある。なお,方 位番号のぬけている場合は,そ の方位になにもあらわれないことを しめし,

　記載もれではない。
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方位番号16

方位番号17

方位番号18

方位番号19

方位番号20

方位番号21

方位番号22

方位番号23

方位番号25

方位番号27

方位番号28

方位番号29

方位番号30

方位番号31

方位番号32

方位番号1

方位番号2

方位番号3

方位番号4

方位番号5

方位番号6

方位番号7

Nomwin島

Faieu島

Pisaras島

Ono島

Magur島

Erh駻hemwar:1匹 の お お き な エ ビ

N6somwpwut:i羽 の 鳥(nir駝sazepw駭)。 尾 の 端 は 白 く,お お き

さ は,手 の 甲 く ら い あ る 。

Yitiina:1尾 の お お き な サ メ 。 波 の う ご き に あ わ せ て お よ い で い

る 。

Piaineyarrhaan:サ ン ゴ礁 。 砂 地 が あ る 。

Marhipirhip:1尾 の モ ソ ガ ラ カ ワ ハ ギ 。 流 木 に つ く種 類 。

Yirhamolup:1本 の 流 木 。 光 っ て い る。

Guam島

Rota島

Saipan島

Wuwanimwar:1本 の ハ テ ル マ ギ リ(moesor:Guettarda　 speciosa)

の 木 。 長 さ は10セ ソチ く ら い 。

Nitataporhow:超 自然 的 存 在 。サ ン ゴ製 の 小 型 カ ヌ ー に の っ て い る。

Nitataporhowは そ の カ ミの 名 前 。

Tipipi島

Rh�wokoil�:超 自 然 的 存 在 。 海 の 真 ん 中 に 立 っ て い る 。

Tipap島

Niwawarennuk:超 自 然 的 存 在 。 シ ダ(rennuk:Aspleniu〃t　 sp.)製 の

ヵ ヌ ー に の っ て い る 。 擢 は 木 製 。

Piairhakamwai:砂 地 の 堆 。 木 が は え て い な い 。

Piairhakangali:砂 地 の 堆

Nawerhein�:超 自 然 的 存 在 。 女 性 。

　4-2.　Mg

　別の航海者による情報を記述する。前記と同様に松明で照らしだされる方位は,星

座コンパスの方位番号によってあらわすことにする。

555



国立民族学博物館研究報告　 18巻4号

方位番号11Mesang:島?

方 位番号12Tonimwar:島?

方位番号13　 Murilo環 礁

方位番号14　 Fananu島

方 位番号150nari島

方位番号16Nomwin島 　 　 　　　　　　 　　　　　　 　 A

方位番号17East　 Fayu島

方位番号18Pisaras島

方 位番号190no島

方 位番号20　 Magur島

方 位番号21Yikimwaan:1尾 のおお きなサ メ。船を破壊す る。

方位番号22N6somwpwut:不 明

方位番号23Gaferut島

方 位番号25Kafurhur島

方 位番号27Wuwanimwarh:場 所 。ハ テル マギ リの木 の実がおお く浮か んでい

　　　　　　 る。

方位番号28　 Guam島

方 位番号29Saipan島

方 位番号30Tipipi島

方位番号31Tipap島

方位番号32Niwawarennuk:超 自然的存在。 シダ製の カヌーにのってい る。

方位番号l　 Nitataporhow:サ ソ ゴ製の小型 カヌーにのってい る。

　　　 　　 Nitataporhowは そ の カ ミの名前。

方位番号2　 Yikipai:不 明

方位番号3　 Rhopwokoile:不 明

方位番号4　 Piaineyarraan:砂 地 の堆

方位番号5　 Piairhakangali:砂 地 の堆

方位番号6　 Piairhakamwai:砂 地 の堆

方位番号7　 Nawerhein�:超 自然的存在

以上の2例 をみると,架 空の島であることを前提として,そ の周囲に存在する島じ

まやサンゴ礁,あ るいは魚や鳥,そ の他の動物や超自然的存在が網羅的に しめされて
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いる。島であっても,地 図上で存在を確認することが不可能な島がふ くまれている。

5.Serhakinimasaccha

　 Serhakinimasacchaと い う知識 の項 目は,も ともと 「トガ リエ ビスの航海 」 とい う

意味をあらわす。serhakは 「航海」,　masacchaは,ト ガ リエ ビスとい う魚(Sargocen-

tron　spiniferum)を さす。

　 Serhakinimasacchaは 別 名でSemaiと も よばれ る。　se一は前述 したSen6ngに お ける

場 合 とおな じ 「つ くる」 とい う意味をあ らわす。maiは,サ ソゴ石灰岩 をV字 形 に

積 み,潮 の干満 を利用 してV字 型の中央部 にあつ まった魚を とる 「石干見」であ る。

石干見は太平洋一円に分布 し,日 本では沖縄の魚垣 として よくしられ てい る。

　 5-1.　 Ep

　 この知識 では,航 海者 がPuluwat環 礁 を出発 してつ ぎつ ぎ と別 の島やサ ンゴ礁 を

航海 してゆ く設定にな っている。

　 Puluwat環 礁 か らtupwun　 mw矣rik疵,す なわち星座 コンパスで28番 の方位にゆ く

とPikelot環 礁 に到達す る。　Pikelotか らぎゃ くの コースを と りPuluwat環 礁 に もど

る。 そこか ら真北(方 位番号は1)に すすむ とRuwatに 到 達す る。　Ruwatは サ ソゴ

礁 である。Ruwatか らtupwun　 wuun(方 位 番号27)の 方位 にすす む とPikelot環 礁 に

つ き,ふ たた び ぎゃ くの コースでRuwatに も どる。　Ruwatか ら真 北 にすす む と

Wotongに 到 達する。　Wotongは サ ソゴ礁である。 そ こか らtupwun　 m痒inap(方 位 番

号25)の 方 位にゆ くとPikelot環 礁 にでる。　Pikelot環 礁 からt矣n　 m痒inap(方 位 番

号9)の 方 位にゆ きWotongに も どる。

　 この よ うに して,Puluwat環 礁 か ら北に1列 にな らんだサ ソゴ礁 を順次移動 し,

Pikelot環 礁 を往復す るとい う航海をつづけNaamと い うサ ンゴ礁 に達す る。その間

の航海 ルー トは以下 の とお りである。

Wotongか ら方位番号1へ ゆ くと,　Merhoppwunと い うサ ソゴ礁に到達 する。

Merhoppwunか ら方位番号23へ ゆ くと,　Pikelot環 礁 につ く。

Pikelot環 礁 から方位番号7へ ゆ くと,　Merhoppwunに も どる。

Merhoppwunか ら方位番号1へ ゆ くと,　Pisafと い うサ ンゴ礁 に到達す る。

Pisafか ら方位番号22へ ゆ くと,　Pikelot環 礁 につ く。

Pikelot環 礁 か ら方位番号6へ ゆ くと,　Pisafに も どる。

Pisafか ら方位番号1へ ゆ くと,　Piaf驍ﾆ い うサ ンゴ礁 に到達す る。
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Piaf驍ｩ ら方位番号21へ ゆ くと,　Pikelot環 礁 につ く。

Pikelot環 礁 か ら方位番号5へ ゆ くと,　Piaf驍ﾉ も どる。

Piaf驍ｩ ら方位番号1へ ゆ くと,　Naamと い うサ ソゴ礁に到達す る。

Naamか ら方位番号20へ ゆ くと,　Pikelot環 礁 につ く。

Pikelot環 礁 か ら方位番号4へ ゆ くと,　Naamに も どる。

　 これ とほぼ似た よ うなや りかた で,こ んどはPuluwat環 礁 か ら星座 コンパスで方

位番号3の 方位にすすむ とUlul島 に 到達す る。 ここか らぎゃ くの コースでい ったん

Puluwat環 礁 に もど り,そ こか ら北にゆ き,さ きほ どのRuwatに で る。　Ruwatか ら

方位番号4に すすむ とUlul島 に 到達す る。　Ulul島 か ら方位番号20に すすみ,　Ruwat

に も どる。 この ように してUlul島 を往復 しなが ら北 にすすみ,最 終的 にNaamに 到

達す る。その間の航海 ルー トは以下 の とお りである。

Ruwatか ら方位番号1へ ゆ くと,　Wotongに 到 着す る。

Wotongか ら方位番号5へ ゆ くと,　Ulul島 につ く。

Ulul島 か ら方位番号21へ ゆ くと,　Wotongに も どる。

Wotongか ら方位番号1へ ゆ くと,　Merhoppwunに 到 達する。

Merhoppwunか ら方位番号6へ ゆ くと,　Ulul島 に つ く。

Ulul島 か ら方位番号22へ ゆ くと,　Merhoppwunに も どる。

Merhoppwunか ら方位番号1へ ゆ くと,　Pisafに 到 達す る。

Pisafか ら方位番号7へ ゆ くと,　Ulul島 につ く。

Ulul島 か ら方位番号23へ ゆ くと,　Pisafに もどる。

Pisafか ら方位番 号1へ ゆ くと,　Piaf驍ﾉ 到 達する。

Piaf驍ｩ ら方位番号9へ ゆ くと,　Ulul島 に つ く。

Ulul島 か ら方位番号25へ ゆ くと,　Piaf餾`も どる。

Piaf驍ｩ ら方位番号1へ ゆ くと,　Naamに 到 達す る。

Naamか ら方位番号11へ ゆ くと,　Ulul島 に つ く。

Ulul島 か ら方位番号27へ ゆ くと,　Naamに も どる。

　 このよ うな航海がなぜSerhakinimasacchaと かSemaiと い う名前で よぽれ るのだろ

うか。図3を み ると,Puluwat環 礁 か ら北側にのびる直線を境 としてPikelot環 礁 側

とUlul島 側 におけ る航路を直線に よってむすぶ と,ち ょうど,魚 の背びれ の ような

形状 になる。 トガ リエ ビス とい う魚は,じ っさいにみ るとわ かる ようにたいへんめだ
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図3　 Serhakinimasacchaの 航 海 の模 式 図

つおお きな背びれを もっている。つ ま り,航 海 のルー トが魚の形態的な特徴 に類似 し

てい ることからその よ うに名づけ られたのである。

　魚を追い込む さいのV字 形 を した石干見 としてみ ると,Pikelot環 礁 やUlul島 は,

そ の 中心部 に 相 当す る こ とに気づ く。 た とえぽ,Pikelot環 礁,　Puluwat環 礁,

Ruwatが つ くる三角形を考 えてみれば よい。航海 のル ー トが石干見 に類似 した形 を

つ くりだ しているこ とが よ くわかる。

　 6.　 Ripweripwen　 Anan　 Aniairh�

　 Ripweripwen　 Anan　 Aniaihr驍ﾆ い うこ とば の うち,　ripweripwenはriipw,つ ま り

「ジグザ グ」の ことを,ananは 「食物」,　aniは 魚 の 「ハタ」をそれ ぞれあ らわす。

-airheの 意 味は不 明であ る。

　 もともとココヤシの1枚 の葉を 「っづ ら織 り」に してひ らくとジグザ グ状 になる。

ripweripwenは 航 海 自体が ジグザ グにすすむ ことを さす とお もわれ るが,以 下にみ る
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ようにそ うした航路 が しめされ ているわけではない。Riesenbergの 調 査か らもは っき

りとした ことが確認 され ていない 【RIESENBERG　 1976:10瘉�107】。

　 いずれ にせ よ内容か らす る と,こ の知識 はPuluwat環 礁 を出発 してい くつ もの島

じまやサ ソゴ礁,あ るいは魚や鳥 などの 自然現象に出会いなが ら航海をす るとい う内

容に な ってい る。 お 却 き くわ け る と,Puluwat環 礁 か らPulusuk島 までの航 海,

Pulusuk島 か らUlul島 までの航海,　Ulul島 か らFanuwankuwenと い う架空 の島 まで

の航海にわかれる。 この知識は,1人 の航海者のみか ら情報 をえることができた。

　 6-1.Mg

　 Puluwat環 礁 か らの航路を星座 コソパスの方位番号 に したが ってのべる。

　方位番号17

　 　 Yipwun:1羽 の鳥で,　nir駝sarepw駭と い う種類の鳥である

　　 S6wkarimw:1羽 の カ ツオ ドリ

　　 S6wkerhap:1尾 の マグ ロ

　　 Saumwor:2尾 の シイ ラ

　　 Y駱engak:サ ンゴ礁で,　Pulusuk島 とPuluwat環 礁 の中間にあ る

Pulusuk島 か らは,進 路 を星座 コソパス上 で30番 の方位 に とる。

　方位番号30

　 　 Pwukuwan　 ngusungusu:サ ソゴ礁

　　 Pwukuw　 yenanai:サ ン ゴ礁

　　 Wupwanimai:サ ン ゴ礁

　　 Wurourhan:サ ソゴ礁

　　 Ruwatan　 yapinanei:サ ソゴ礁

Ruwatan　 yapinaneiか らは,進 路を方位番号4に とる。

　方位番 号4

　 　 Ruwatan　 fenarik:サ ソ ゴ礁

　　 Pairher:1尾 の ちいさなサ メ

　　 Rafimwarh:nikakと い う鳥が1列 になって飛んでいる。 この状態をpungupanei

　 　 　　　　　 とよぶ。

　　 Wunowun:Ulul島

Ulul島 か らは引き続 き,進 路を方位番号4に とる。

　方位番 号4
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Makur:Magur島

Sawtaw:不 明

Anniyon:不 明

Yonomwarh:1頭 の ク ジ ラ

Rhikiniyoon:不 明

Rhororhor:約10羽 の ム ク ド リ

Pareru:2頭 の ク ジ ラ。 跳 躍 した と き,そ れ ぞ れ の 尾 が ふ れ あ っ て い る 。

Paramwarei:1頭 の ク ジ ラ。 通 常 の ク ジ ラ の 尾 は 水 平 に つ い て い る の に,こ の ク

　 　 　 　 　 　 ジ ラ の 尾 は 魚 と お な じ よ うに 垂 直 に つ い て い る 。

Yike血r:1頭 の ク ジ ラ。 褐 色 を して い る 。

Yikis6rh:1尾 の キ ソ トキ ダ イ(nup66w:Priacanthus　 sp.)

Ayukin6mw:1羽 の お お き な グ ン カ ソ ド リ

N鳬nAnufa:Fanuwankuwenと い う同 定 不 明 の 島

7.　 F馭駭Perhan　 Ayufan

F馭駭Perhan　 Ayufanは,想 像上 の航海にかかわ る知識 であ る。f馭駭は,「 しば る,

く くる」,perhanは 「魚の尾」,　Ayufanと い うのは超 自然的な存在 の固有名 であ る。

　 7-1.　 Ep

　 この航海では,Puluwat環 礁 を出発 して真南に航海 し,　Yepengakと い うサ ソゴ礁

にで る。 ここか らさらに南に進路 を とり,Pulusuk島 に到達す る。　Pulusuk島 か ら,

星 座 コンパス上 で30番 の方位 にすすむ と,Pwukuw　 yenainaiと い うサ ソゴ礁 に到達す

る。 この よ うに して,つ ぎつ ぎと島か ら島へ,サ ンゴ礁か らサ ンゴ礁へ,あ るいは島

か らサ ンゴ礁へ と移動す る。

　星座 コンパスの方位番号に したが って,こ の航海 のル ー トを順番 にのべ る。

Puluwat環 礁 を出発。

Puluwat環 礁 よ り　　 　方位番号17　 Y駱engak:サ ン ゴ礁

Y駱engak　 　 　　　 　 方位番号17　 Pulusuk島

Pulusuk島 　 　 　　　　方位番号30　 Pwukuw　 yenainai:サ ソ ゴ礁

Pwukuw　 yenainai　 　 方位番号30　 Pwukuw　 mwormwoor:サ ソゴ礁

Pwukuw　 mwormwoor　 方位番号30　 Pwukuw　 n6n6:サ ン ゴ礁

Pwukuw　 n6n6　 　 　 　 方位番号30　 Pwukuw　 aininginfaor:サ ソゴ礁
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Pwukuw　 aininginfaor　 方位番号30　 Apinipin:サ ン ゴ礁

Apinipin　 　 　　　　　 方位番号30　 Afatinwupwanmai:サ ンゴ礁

Afatinwupwanmai　 　 方位番号30　 Wurhourhan:サ ソ ゴ礁

Wurhourhan　 　 　　 　 方位番号4　 　 Puluwat環 礁

Puluwat環 礁 　　 　　　方位番号30　 Ruwat:サ ン ゴ礁

Ruwat　 　 　　 　　 　 方位番号4　 　 Ulul島

Ulul島 　 　　　　 　　 方位番号4　 　 Magur島

Magur島 　 　　　　　 方位番号20　 Ulu1島

Ulul島 　 　　 　　　　 方位番号5　 　 Sakurhupworh:サ ン ゴ礁

Sakurhupworh　 　 　 　 方位番号21　 Ulul島

Ulul島 　　　　　　　　方位番号6　 　 0no島

Ono島 　 　　　　　　　方位番号22　 　Ulul島

Ulul島 　 　　　 　　　 方位番号7　 　 0nari島

Onari島 　 　　　　　　　方位番 号23　 　 Ulu1島

Ulul島 　 　　 　　　　 方位番号10　 Pisaras島

Pisaras島 　 　　　 　　 方位番号8　 　 East　Fayu島

East　Fayu島 　 　　 　　 方位番号ll　 Nomwin環 礁

Nomwin環 礁 　 　　　　方位番号6　 　 0nari島,　 Ruwat:サ ソ ゴ礁

Onari島 　 　　　　　　方位番号5　 　 Murilo環 礁

Murilo環 礁 　 　　　 　 方位番号21　 Truk環 礁

Truk環 礁 　　　　　 　 方位番号4　 　 Perhan　 Ayufan:水 路

Mw6kucchisに 到 達。

Mw6kucchis　 　 　　　 方位番号3　 　 Magurhitam:水 路

Magurhitam　 　 　　　 方位番号19　 Mw6kucchis:水 路

Mw6kucchis　 　 　　　 方位番号2　 　 Nomwin環 礁

Nomwin環 礁 　　　　 　方位番号18　 Mw6kucchis

Mw6kucchis　 　 　　　 方位番号l　 　 Fan　wanewan:場 所

Fan　wanewan　 　 　　 方位番号17　 Mw6kucchis

Mw6kucchis　 　 　　　 方位番号32　 Nem�f駟:1匹 の トソボ

Nemdnf駟　 　 　　　 　 方位番号16　 Mw6kucchis

Mw6kucchis　 　 　　 　 方位番号31　 East　Fayu島

East　Fayu島 　 　　 　　方位番号5　 　 Mw6kucchis
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Mw6kucchis　 　 　　　 方位番号30　 Soromorhom:1尾 のサ メ

Soromorhom　 　 　　 　方位番号14　 Mw6kucchis

Mw6kucchis　 　 　　 　 方位番号29　 Pisaras島

Pisaras島 　 　　　 　　 方位番号13　 Mw6kucchis

Mw6kucchis　 　 　　 　 方位番号28　 ulu1島

ulu1島 　 　　　 　　 　 方位番号12　 Mw6kucchis

Mw6kucchis　 　 　　 　 方位番号27　 Pulap島

Pulap島 　 　　 　　　　方位番号11　 Mw6kucchis

Mw6kucchis　 　 　　 　 方位番号25　 Puluwat　 礁

Puluwat環 礁 　　　　　方位番号9　 　 Mw6kucchis

Mw6kucchis　 　 　　 　 方位番号23　 Wurhourhan:サ ンゴ礁

Wurhourhan　 　 　　　 方位番号7　 　 Mw�ucchis

Mw6kucchis　 　 　 　　 方位番号22　 Pulusuk島

　 上記 の記述 にある ように,Murilo環 礁 か ら星座 コソパス上の21番 の方位に い くと

Truk環 礁 に到 達す る。 ここか ら方位 番号4に す すむ と,　Truk礁 湖 の水路 であ る

Mw6kucchisに つ く。 この場所がPerhan　 Ayufan,す な わち 「Ayufanの 尾 」 とよぼ

れ る。

　 この水道か らさ らに,方 位番号3の ほ うにすすむ とMagurhitamと い う水路につ く。

ここか ら,い ったんもとのMw6kucchisに も どる。　Mw6kucchisか ら方位番号2に す

すむ と,Nomwin環 礁 につ く。Nomwinか らふたたびMw�ucchis　 Y`も ど る。 こん ど

はMw6kucchisか ら真北(方 位番号1)に ゆ くと,　Fan　 wanewanと い う実態不明の

場所に 出る。 ここか らMw6kucchisに も どる。 この よ うに して,つ ぎつ ぎと航海をつ

づけ,Pulusuk島 に到着 してこの旅は終わ る。

　 8.　 F鳬Yiyas

　 F鳬Yiyasのf鳬は 「結ぶ」,　yiyasは パ ソノキの実を採集す るときの 「引 っ掛け具」

をそれぞれ さす。yiyasは,長 さ5-6メ ー トルの竹 竿の さきに木製 のか ぎを ココヤ シ

ロープで固定 した ものであ る(写 真2)。 パ ソノキの樹上 に登 った男性 が この引 っ掛

け具を使 って竹竿の先端 にあるか ぎを使い,パ ソノキの果実を地上 にお として採集す

る。パ ソノキの実以外に,faniy疳,　 nggoな ど とよばれる果 実の採集 にももちい られ

るが,な かで もパ ソノキの実が主要 な採集物 とな っている。
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写真2　 パソノキの実の採集具,yiyas

　 F鳬Yiyasと い う知識 は,島 か らある方向にち ょうどこのさおを伸ぽす よ うに航海

す ると,異 な った島やサ ンゴ礁,あ るいは鳥や魚がつ ぎつ ぎと出現す る。別の方向に

この さおをのばす と,異 な った島や生物が引 っ掛か る(出 現す る)。 航海 の途 中に出

現す る鳥や魚は,総 称 してyeparhと よぼれる 【秋道　 1984】。 この ように,特 定の方

位に出現す る島やyeparhをF鳬Yiyasと い う知識 のなかで言及 してゆ くわけであ る。

Satawal島 で は,1人 の 航海者か らF鳬Yiyasに か んす る2つ の事例をあつめ ること

がで きた。

　 8-1.Yiyasan　 fan　wenewenenup　 me　w�　Sowuk　 Ep

　 Pulusuk島 か ら周囲のあらゆ る方向にパ ンノキの採集具をのばす ように して,引 っ

掛 かる島やyeparhを の べた ものである。

　 Pulusuk島 か ら真南(方 位番号17)にyiyasを の ぽす と,以 下の よ うな島やyeparh

が順 番 に引 っ掛か る。

　　 Rh6wukmwarh:1羽 の ム ク ドリ

　　 R鳬man:海 面Y'浮 か んでい るパ ンノキの葉

　　 Rimwiwow:Paennaiと い う1羽 の鳥。頭を南に向け てい る(r匇w匤�鳬r)

　 　 Rimwinong:Paemaiと い う1羽 の鳥。頭 を北に向けている(rimwin�ef疣g)

　 　 Wononimwaan:1尾 のおお きなサ メ
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　　名前 な し:1匹 のエ ビ(筆 者註:こ のエ ビはyuurと 一 般V'よ ぼ れ るニシキエ ビ

　　　　　　　の仲間)

　 　Tam:カ ヌーの浮 き木。流木の よ うな形を している。

　　Sik6wmwarh:1個 の トウカム リガイ(mweyan:Cassis　 cornuta)。 この場所 で航海

　　　　　　　　 者 はカ ヌーを停泊 して碇を うつ。砂地 の場所。

ここか ら,星 座 コソパスの方位番号4にyiyasを のぽす と,以 下 の ような砂地 や昆虫

が引 っ掛か る。

　　pisisawirhor:ホ ラガイ(sawi:Charonia　 tritonis)。 ホ ラガイはす ぐれた航海術 の

　　　　　　　　 知識を もつ(航 海者)Panunapが もつ もの とされている。

　　Piainigafenak:砂 地

　　piymwarei:砂 地

　　Piywownaarh:砂 地

　　Pianmwur:砂 地。 この砂地 には,　mwur,す なわ ち黒い石があ る。 この石は流 れ

　　　　　　　 て きた もので砥石用に使われ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　た　ね

　　Pian　wuwan:砂 地 。　wuwanと い うのは,ヤ マ ノイモの形 を した実で種 子がおお

　　　　　　　　 い。

　　Ngungu:虫 の群れ。形はハエににて,ハ エ よ りもおおきい。ハチか?

　 　Nganga:虫 の群れ。ハチか?

　 　Pikirham:Kapingamarangi環 礁

　　Nikosu:貝(nifaifai)。 この場所 で風が舞 っている。

　　Setemoton:海 の渦巻 き

　　Amwarh:サ メ の群れ(wian　 p矣w)

　 　Fonapei:Ponphei島

　 ここか ら,yiyasを 星 座 コソパスの方位番号9の 方位にのばす と,以 下 の よ うな島

やyeparhが 引 っ掛か る。

　　 Raluwiti:Marshal1諸 島

　　 Raluk:Marshall諸 島(筆 者註:Marshall諸 島 のRalik　 chainと お もわれ る)

　 　 Ratak:Marshall諸 島(筆 者註:Marshall諸 島 のRatak　 chainと お もわれ る)

　 　 Ferairhop:Marshall諸 島 の端 にあ る島

　　 Yikaniwurham:1尾 の メガネモチ ノウオ(m矣m:Cheilinus　 undulatus)と い う魚

　　 Woreiy鳬n:1尾 の パ ラハタ(pwene:Variloa　 louti)と い う魚

　　 Alen:島
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　 ここか ら,yiyasを 星 座 コンパスの方位番 号31の 方位 にのぽす と,以 下 の ような島

やyeparhが 引 っ掛か る。

　　Wooyal:ち い さな島

　　Pway6n:魚 と鳥の群れ(pwa)

　 　Lupwuy6ng:1羽 の グソカ ソ ドリ(yasaf)

　 　Mesang:島(筆 者註:Epに よる と,　Hawaiiか も しれ ない とい う)

　 ここか ら,yiyasを 星 座 コンパスの方位番号25の 方位にのぽす と,以 下の よ うな島

やyeparhが 引 っ掛かる。

　　 Peinwot6t:海 面 に浮かぶ浮遊物(pei)。 パ ンノキ(m矣y:Artocarpus　 sp.),タ コ

　　　　　　　 ノキ(faarh:Pandanus　 tectorius),オ オ ハ マボ ウ(kinif�:Hibiscus

　 　 　　　　　 tiliaceus)な どの流木があつ まった もの。

　　　　　　　　(筆者註:wot6tは,「 きれ いにす る」の意味)。

　　 Motokiyleyan:静 か な海 のなかで,波 だ っている場 所(mesai　 saat)。(筆 者註:

　 　　　　　　　　mesaiは 「目」の,　saatは 「海」の意味)

　 　 S鳬pai:1尾 の サ メ

　　 S66n:ち い さな島。　Murilo環 礁 か ら北東 くらいの方位に位置す る。

　　 Suwalew:ツ ム ブ リ(foofo:Elagatis　 bipinnulatus)と い う魚 の群れ(cchon　 foofo)

　 　 Makur:Magar島

　 　 Yitiil6:1尾 の サメ

　　 Rhayumwen�:1尾 の アイ ゴ(wumwun�:Siganus　 sp.)。 大 きさは,手 の先か ら上

　　　　　　　　 腕部 の付 け根 くらい まである。

　　 Tipwaisat:1匹 のエ ビ(yuurhrap:Parribacus　 sp.)

　 　 Faieu:Gaferut島

　 　 Nasutow:1匹 の チ ョウ(nipwoipok)

　 　 Fais:Fais島

　 　 Malimok:1尾 の サ メ

　　 Yaap:Yap島

　 　 Faipwi:サ ン ゴ礁。 このサ ンゴ礁 に石が1個 あ る。

　　 Lumwarhap:海 藻(lumw)の か た ま り

　　 Lumwtow:海 藻 のかた ま り。遠 い ところにあ る。

　　 Yikipwer:1頭 の クジラ。色は 白い。

　　 Yikiron:1頭 の クジラ。 色は黒 い。
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　　 Tawsineta:水 道 。　sinetaは,も ともと 「島がない」 ことをあ らわす。おそ らく,

　　　　　　　 台湾 とフィ リピンとのあいだの海 のことを さす。

　 ここか ら,つ ぎつぎ と方位をかえてyiyasを のぼす。 まず,星 座 コンパス上の方位

番号13Y`ゆ く。

　　 Pwanaw:Palau諸 島

　方位番号8に のばす。

　　 Ng駭uw:Ngulu環 礁

　　 Ser66n:Sorol島

　 方位番号11に のばす。

　　 Weneya:Woleai環 礁

　方位番号9に のぼす。

　　 Yen66t:Elato環 礁

　　 N�w馗hok:Lamotrek環 礁

　 方位番号10に のぼす。

　　 Satawal:Satawa1島

　 方位番号12に のばす。

　　 Sowuk:Pulusuk島

　 8-2.　 Yiyasan　 anai　S�　 Kafurhur　 Ep

　 こ の知識は,架 空 のKafurhurと い う島か ら周囲にyiyasを のぼ した ときに引 っ掛

かる島,サ ンゴ礁な どを網羅 した ものである。S6w　 Kafurhurと い うのは,　Kafurhur

島 の人 で,S6wと い うのは称号であ る。す なわ ち,　S6w　KafurhurはKafurhur島 で も

っとも位 の高 い人を さす。

　 Kafurhur島 か ら星座 コンパス上の方位19番 にyiyasを の ぼす と,　 Yap島 が引 っ掛

か る。つ ぎにpanang,す な わち石貨 を このyiyasの 先 につけてS6w　 Kafurhurが す む

Kafurhur島 の 家のほ うにむけて投げかえす。 この ことをareitiw　 nukunu　 yimai　 S6w

Kafurhurと よぶ。 この動作は,　Yap島 か ら方位番号3のKafurhur島 に もどることを

さしてい る。

　 ふたたび,Kafurhur島 か ら星座 コソパス上 の方位番号19にyiyasを のぼす と,こ ん

どはNgulu環 礁 が引っ掛か る。 この島ではkiinと よばれ るベ ッコウと貝製 ビーズで

で きた女性用 の腰 ベル トをKafurhurの あ る方位番号3の ほ うに投 げか えす。

　 Kafurhur島 か ら星座 コンパス上の方位番号15にyiyasを のばす と,　Ulithi環 礁 が引
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っ掛 か る。 ここか らは,wunowunot,す な わ ちけず った コブラにヤ シ酒を煮つめ て

できるキ ャソデ ィー(n洄r)を まぜた食物 をKafurhur島 に投げかえす。　wunowunot

は,Ulithi　 礁 の主食 とされてい る。

　ふ たたび,Kafurhur島 か ら星座 コソパス上 の方位番号15にyiyasを の ぼす と,こ ん

どはSorol島 が 引 っ掛か る。　Soro1島 か らは,ウ ミガメ(wong)をKafurhur島 に 投げ

かえす。 このカメはwongiy　 Ser66nと よばれ る。 このウ ミガメがアオ ウミガメか タイ

マイのどちらを さすのかは不 明である 【秋道　 1984]。

　 Kafurhur島 か ら星座 コンパスの方位番号14にyiyasを のばす と,　Eaurupik環 礁 が

引 っ掛 かる。 ここか らは,メ スの ウミガメの甲羅(sakuni　 wong)がKafurhur島 に 投

げ られ る。 この ウ ミガメはsakuni　 Yoorhpikと よぼれ る。 ウ ミガメの甲羅 はかつて

saakと よばれたが,現 在はpwoorで あ り,　pworani　 wongと 称 され る。

　 Kafurhur島 か ら星座 コソパス上 の方位番 号13にyiyasを の ばす と,　Fais島 に引 っ掛

か る。 この島か らは,タ バ コが投げ られ る。 このタバ コのことをsupani　 Faisと よぶ。

　 やは り星座 コンパ ス上の方位番号14にKafurhur島 か らyiyasを の ぼす と,こ んど

はWoleai環 礁 に引 っ掛 か る。 この島か らは,魚 のア ジ(bati:Decapterus　 sp.)が

Kafurhur島 に投げかえ され る。 このアジの ことはbatin　Weneya,あ るいはWoleaiの

魚(yikan　 Weneya)と よばれる。

　 さらにKafurhurか らふたたび星座 コソパス上 の方位番号14にyiyasを の ばす と,

Mer661と い う名前のサ ンゴ礁 に引っ掛か る。 このサ ソゴ礁か らは,　yay伹と い う魚

がKafurhur島 に投げか えされ る。 この魚は メナ ダ属 のボ ラ(Liza　 sp.)で あ る。 この

魚はMer661の 魚(yikan　 Mer661)と よばれ る。

　 Kafurhur島 か ら星座 コンパス上の方位番号12Vim.　yiyasを のぼす と,　Fareulap島 が

引 っ掛か る。 この島か らは ツムブ リ(foofo)がKafurhur島 に投げかえ され る。 この

魚の ことは,Fareulapの 魚(yikani　 Fareunap)と よぽれ る。

　 やは りKafurhur島 か ら星座 コソパ ス上の方位番号12にyiyasを のぽす と,こ ん ど

はSatawal島 が 引 っ掛 かる。　Satawal島 か らは,ベ ラの一種(yariin�)がKafurhur島

に 投げかえ され る。 このべ ラはSatawalの 魚(yikai　 Satawa1)と 称 され る。 このべ ラ

は,セ ナスジベ ラの種類(Thalasso〃aa　 sp.)で あ る。

　 引 き続 いて,Kafurhur島 か ら星座 コソパ ス上 の方位 番号12にyiyasを の ばす と

Pulusuk島 が 引 っ掛か る。　Pulusuk島 か らは,パ ンノキの実(m矣y)が 投 げかえ され

る。 このパ ンノキは,有 種子 のものである。

　 さ らにKafurhur島 か ら星座 コソパ ス上 の 方 位番 号12にyiyasを の ば す と,
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Namoluk環 礁 が引 っ掛か る。 この環礁か らは,赤 い石(fai　par)が 投 げかえされ る。

この石 の役割 は不明 であ った。 また,Namolukの 石 とい う意 味でfai　 parai　Nam-

wonukと 称 される。

　 Kafurhur島 か ら星座 コンパス上 の方位番号11にyiyasを の ばす と,　Gaferut島 が 引

っ掛 かる。 この島か らは,ウ ミガメがKafurhur島 に投 げかえされ る。 この カメの こ

とをGaferutの ウ ミガメ(wongin　 Faiew)と 称 す る。 この ウ ミガメも,ア オウ ミガ メ

かタイマイかは不 明である。

　 ふた たびKafurhur島 か ら星 座 コソパス上 の方位 番 号11にyiyasを の ぼす と,

Pikelot環 礁 が引 っ掛か る。 この島か らもウ ミガメがKafurhur島 に投げかえ される。

Pikelot　 礁 のカメの ことは,　wongin　 Piikと よぼれ る。 この ウ ミガメは,ア オ ウ ミガ

メかタイマイかは不 明である。 【秋道　 1984】。

　 つづいてKafurhur島 か ら星座 コソパス上 の方位番号11にyiyasを の ばす と,　Pulap

島 が 引 っ掛か る。Pulap島 か らは,魚 のアジ(bati)がKafurhur島 に投 げか えされ る。

Pulapの 魚 は,　yikani　Ponnapと よぽれ る。

　 も う1回,Kafurhur島 か ら星座 コンパス上 の方位 番号11にyiyasを の ばす と,

Truk環 礁 のちか くにあるサ ンゴ礁 島が引 っ掛 かる。 この島はT鳬n　 wor�鳬rhと よば

れ,こ こか らココヤシのかたい果実がKafurhur島 に 投げかえ され る。 この島の コブ

ラの ことは.,rhooi　 T鳬n　wor�鳬rhと よぼれ る。

　 Kafurhur島 か ら星座 コンパス上 の方位番号9にyiyasを の ばす と,　Fanuwankuwen

とい う島が引っ掛か る。 ここにRanunukuwenと い うグソカン ドリ(yasaf)が い る。

これをKafurhur島 に投げかえす。　Ranunukuwenのranunuは,「 水,池 」,　kuwenは

「トカゲ」 の意味であ る。Epは この島を 日本 の南 鳥島 と想定 してい る。 この島の グ

ンカソ ドリは,yasafan　 Ranunukuwenと 称 され る。

　 最後 に,Kafurhur島 か ら星座 コンパ ス上 の方 位番 号6にyiyasを の ぼす と,

Malialisと い う島が引 っ掛か る。　Satawa1語 ではMariisuと よばれ るこの島はMaria-

na諸 島 のGuam島 で ある。 この島か らは,タ バ コがKafurhur島 の ある方位番号22の

方位に投げかえされ る。 この島のタ・ミコは,supan　 Malialisと よぼれ る。
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皿.考 察 同定と比較

1。 知識項 目の重複

　前章であげた知識のなかには,実 在する島以外に,実 在することをたしかめること

が困難 とおもわれるものもふ くまれている。 しか しこの段階で,後 者の例をすべて架

空のもの,未 確認のものとしてのみあつかってよいだろうか。

　 もしも,個 別の知識項 目を越えて,複 数回,と りあげられている知識項目があると

すれば,そ れなりの意味づけをすることができるのではないだろうか。

　 こうした点から,と くに生物現象やサソゴ礁のなかで,異 なった知識項目のあいだ

で何度か言及されている重複例を丹念にさがしてみることにした。

　そこで本論でとりあげた8つ の知識項目に登場するサソゴ礁や 自然現象にくわえて

これまで筆者自身が発表 したWoofanuw,　 Pwukof,　 Pwuupwunapanapの 知識項 目に

ふ くまれる事例を くわえて検討 した。その結果,異 なった情報提供者,異 なった知識

項目間で言及されている事例は非常にすくないことがわかった。ただ し共通する例も

あるので,そ れらについて個別的にとりあげてみ よう。

　 (1)Merhoppwun(サ ソ ゴ礁)

　 Serhakinimasacchaの な かで,　Merhoppwunが 登 場す る。おな じ名称のサ ソゴ礁 は,

Ulul島 のPwukofの なか で,　IkとRpに よ ってあげ られている 【秋道　 1988:167-168]。

しか し,い ず れ も方位番 号 は23で あ る。Serhakinimasacchaで はMerhoppwunが

Uiui島 か ら方位番号22に 位置する とされてい るので,情 報がズ レている ことにな る。

　 (2)Piaf�(サ ンゴ礁)

　 Serhakinimasacchaの な かで,　Piaf驍ｪ 登 場す る。 おな じ名称のサ ソゴ礁は,　Ulul

島 のPwukofの なかで,　Rpに よ ってあげられてい る 【秋道　 1987:168】 。　Ulul島 か ら

出現す る と され る方 位 は番 号 で28で あ り,Serhakinimasacchaで は 方位 番 号25に

Piaf驍ｪ 登 場す る。 この場合 も,情 報が両者 間でズ レている。

　 (3)Raluwiti(マ ー シ ャル諸島の島)

　 Raluwitiは,　 F鳬Yiyasの な かで登場す る。すなわ ちPulusuk島 か ら方位番号9に

yiyasを の ぼす とRaluwitiが 出 現す る。一方,　Ponphei島 のWoofanuwで も方位 番号

9の 方 位 にRaniwitが 出 現 す る 【秋 道1984:686]。Raluwiti(Raniwit)は,
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Woofanuwの なかではJaluit環 礁 の可能性があ る。

　 (4)Rhayumwen�

　 Rhayumwen驍ﾍ,　 F鳬Yiyasの なか で登場す る。すなわちPulusuk島 か ら方位番号

9にyiyasを の ばす とRhayumwen6が 出現す る。 これは1尾 のアィ ゴとされてい る。

一方 ,Pwukofの な かでは,　Ulul島 か ら方位番号11にRayumwan驍ｪ 登 場す る。 これ

は1頭 の クジラとされている。

　 (5)Rhesatikimwiy

　 RhesatikimwiyはRh饌niyの 知識 に出現す る。すなわちPulusuk島 か ら最初,方 位

番号30に ゆ き,さ らに方位番号4に む きをかえた海域 で出現す る2羽 のム ク ドリを さ

す。おな じ名称の ものは,Pwukofの 知 識 でも言及 され ている。1つ は,　Truk環 礁

で方位番号23の 方位 に出現 し,5羽 のムク ドリと5羽 のサギであ るとされ てい る 【秋

道1987:169】 。 も う1つ は,や は りTruk環 礁 のPwukofで,方 位番号はおな じ23で

あるが,実 態は1羽 のサギであ り鳴い ていない とい う特徴 を もつ とされてい るi秋 道

1987:168jo

　 　(6)Rhororhoor

　 RhororhoorもRh饌niyの 知 識に出現する。す なわ ち,　Rhesatikimwiyか らおな じ

ようにt矣ny伀佖iik(方 位 番号4)に すす む と出現 す る。実態 は,10羽 の ムク ドリ

とされてい る。一方,RhororhoorはUlul島 のPwukofに も出現す る。すなわ ち,

Ulul島 か ら方位番号3に ゆ くと,　Rhororhoorと い う固有の名前を もつ1羽 の ムク ド

リに出 くわす。

　　(7)Rhoukmwarh

　 Rhoukmwarhは,　 F鳬Yiyasに 登 場す る。すなわち,　Pulusuk島 か ら方位番号9に

yiyasを の ばす と,　Rhoukmwarhと い う固有 名を もつ1羽 のム ク ドリに 出 くわす。

RhoukmwarhはT　 Pulusuk島 のPwukofの な かで方位番号17,す な わち真南 にすすむ

と出現す るとされている 【秋道　 1987:162-163】 。 情報 提供者 に よって,そ れが1羽 の

ムク ドリであった り,1羽 のグ ンカソ ドリであ った り,数 不 明のム ク ドリであ った り

して,実 態 にかんす る情報 はバ ラついている。

　　(8)Sakurhupworh

　 Sakurhupworhは,　 F馭駭　Perhan　 Ayufanの なかで,　Ulu1島 か ら方位番号5に すす

む と出 くわすサ ンゴ礁 であ るとされ る。Sakurhupworhは,　 Pwukofの なかでUlu1島

か ら方位番 号5に すすむ と出 くわすサ ンゴ礁 で もある 【秋道　 1987:167】 。この場合 は,

両 方の知識内容 がまった く一致 している。
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　 (9)Wotong

　 Wotongは,　 Serhakinimasacchaの な か で出現す るサ ンゴ礁 で ある。す なわ ち,

Ulul島 か ら方位番号21にWotongが あ らわれ る。　Wotongは,　 Ulul島 やPuluwat

礁 のPwukofに 出 現す る。た とえば,　Ulul島 か ら方位 番号23,な い し27にWotong

が あ らわれる 【秋道　 1988:167-168】 。 この場合,Ulul島 か らWotongが 出現す る方

位の情報にはズ レがあ る。

　 Woofanuwの なか では,　Puluwat環 礁 で方位番号7にWotongが 出現 する 【秋道

1984:674J,

　 (10)Wurhourhan

　 Wurhourhanは,　 Rh饌niyの 知 識 のなかで,　Pulusuk島 か ら方位番号30に すすむな

かで登場す る。 また,F馭駭　 Perhan　 Ayufanの なか では,　Puluwat環 礁 か ら方位番号

17,30へ とすすむ さいに登場す るサ ンゴ礁である。Wurhourhanは,　 Pwukofの な か

で もPulusuk島,　 Puluwat環 礁,　Pulap島,　 Satawal島 にかんす る知識 のなかで言及

されている。す なわち,Pulusuk島 で は,方 位番号30な い しは14に,　 Puluwat環 礁 で

は方位番号20に,Pulap島 で は方位番号21に,　 Satawal島 で は方位番号11に それぞれ

Wurhourhanが 出現す る[秋 道　 1988:157,158,161-163,165]。

　 Woofanuwの なかで も,　Puluwat環 礁 か ら方位番号20に,　 Truk環 礁 の方位番号23

にWurhourhanが 出現す る 【秋道　 1984:675,682】 。

　 この場合,Pulusuk島 か ら方位番号30に ゆ くとWurhourhanに 出 会 うとい う情報は

一部で一致 するだけであ る
。

　 (11)Tipipi

　 Tunui　 N鳬n　Anufaと い う知識 のなか でFanuwankuwenと い う島か ら方位番号2,

ない し30に 出現す るとされ る島である。

　 Pwukofの な かでは,　Gaferut島 か ら方位番号5に 出現す る[秋 道　 1988:155】 。

　 Woofanuwの なかでは,　Gaferut島 で方位番号5に 出現す る 【秋道　 1984:666】 。

　 (12)Tipap

　 Tunui　 N鳬n　Anufaと い う知識 のなかでFanuwankuwenと い う島か ら方位番号3,

ない し31に 出現す るとされ る島である。

　 Pwukofの な かでは,　Gaferutか ら方位番号6に 出現す る 【秋道　 1988:155】 。

　 Woofanuwの なかでは,　Gaferut島 で方位番号6に 出現す る 【秋道　 1984:666】 。

　 (13)Kafurhur

　 Tunu仼�n　 Anufaと い う知識 のなかでFanuwankuwenと い う島か ら方位番号25な
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い し31に 出現す るとされ る島であ る。

　 Pwukofの な か では,　Gaferut島 か ら方位 番号27に 出現す る 【秋道 　 1988:155J。

Woofanuwの な か では,　Yap島 で 方位番 号3に,　 Ulithi環 礁 か ら方位 番号31に,

Gaferut島 か ら方位番号27に 出現す る 【秋道 　 1984:660-661,6671。 　Pwuupwunapanap

で は,Rp,　 Ew,　 Epに よ り,海 面に浮かぶおお きなモ ソガラカワハギの尾 びれ に相

当す る とされている 【秋道　 1981b:14-19】 。

　 (14)Fanuwankuwen

　 Ripweripwen　 Anan　 Aniairh驍ﾌ なかでPuluwat環 礁 か ら方位番号1,30,4,と す

すむなかで最終的に到達す る とされている。Rh饌niyの な かで も,　Pulusuk島 を 出発

してハ タを追 いかけ て最終的に魚を突 く場所 がFanuwankuwenの 水 路であ るとい う

設定にな っている。 この島は,Tunui　 N鳬n　 Anufaと い う知識項 目で中心 になる島で

もある。Woofanuwの なか では,　Gaferut島 で 方位番号7に 出現 する 【秋道　 1984:

666】。Pwuupwunapanapで は,　Rp,　 Ew,　 Epに よ って,海 面 に浮かぶおお きな モソ

ガラカ ワハギの頭部に相当す るとされ てい る[秋 道　 1981b:14-19】 。

　 なお,Satawa1島 以 外 のWoleai環 礁 やPuluwat環 礁 におけ る調査報告において も,

KafurhurとFanuwankuwenがPwuupwunapanapの 知 識 において,そ れぞれ魚 の尾

部 と頭 部 の位 置す る とされ てい る点 はお な じで あ る 【AH㎜ 　 1970;RIESENBERG

1976]o

2.地 図 的 展 開

　 これまでのべた知識 の記述 内容は,じ っさいの海図上で どの ような航路に対応す る

のだろ うか。第 皿章8.のF鳬Yiyasは あ る島から周囲に あるとされ る島やサ ソゴ礁,

あ るい は さ ま ざ まな現 象 を 網 羅 した もの で,Woofanuw,　 Pwukof,　 Tunui　 N鳬n

Ayufanの 知 識 と類似 している。一方,そ のほかの知識 はいずれ も島か ら島へ,あ る

いはサ ソゴ礁 からサ ソゴ礁へ とい う移動を主要 な内容 としている。 これ らを図式的に

あ らわす といったい どの よ うな ことがわかるのだ ろ うか。本項 では,第 皿章1.か ら

7.ま で の知識項 目にかかわ る内容を具体的な図 として平面上 にあ らわ し,そ の結果

について考察を くわ える。

　 (1)　Sen�g

Sen6ngの なかで,ク ジラの居場所は島の真南にあるとい うだけで特定化 されてい

ない。図2は 模式図であるが,じ っさいの海図上に島の位置を配置 してあらわす と,
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図4　 Sen6ngの 地 図的展開

図4の よ うになる。それぞれの島の真南に クジ ラが いる と想定 して問題 となるのは,

緯 度であ る。 どの緯度に クジラがいると考 え るかは あま り意味のないことか もしれ な

い。 しか し一 つの考 え方 として,す くな くともPulusuk島 か らWoleai環 礁 にいたる

あいだには,北 緯5-6度 周 辺にい くつ もの浅瀬 があ り,波 の うね りが観察 され る。 こ

れ らの うね りを クジ ラと想定 してみることは奇想天外 な ことだろ うか。

　 (2)Yarhuw�

　 Yarhuw6wに しめされ た航路を具体的 な地図上にあ らわ したのが図5で ある。 これ

に よる と,こ の知識 はPuluwat環 礁 とKosrae島 とのあいだ にあ るおお くの島 じまを

ふ くんでお り,実 際の航海 にも想定できる順番に出現す る。 この知識 が単 に記憶 す る
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図5　 Yarhuw�の 地図的展開

ためではな く,島 じまの地理的な位置関係を しるうえでも有用な知識 であることが示

唆 され る。

　 (3}Rh饌niy

　 Pulusuk島 を 出発 してMagur島 に 到達す るまでのあいだに出現す るサ ソゴ礁 の位

置を,海 図に具体的に プロ ットす ることはむつか しい。 しか し,Pulusuk島 か ら方位

番 号30(コ ンパ ス方 位 で327°)と4(コ ソ パ ス方 位 で33°)の 方 位 関係 か ら 【秋 道

1981a:630】,　Ruwatの おお よその位置を もとめるこ とがで きる。

　作 図 してみ ると,Ruwatは サ ンゴ礁 や堆や礁 の うえに位置 しない ことになる。 た

だ し,知 識内容に しめされた方位に航海 のさいに生 じる10° 程 度の誤差 をみ こんでみ
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図6　 Rh饌niyの 地 図的展開

る と,Ruwatは 確 実 にGray　 Feather堆 にあた ることになる(図6)。

　 (4)Tunui　 N鳬n　 Anufa

　 この知識 の中心 であ るFanuwankuwen島 自体 の場所 を同定で きない。 しか し,

Fanuwankuwenか らみたMurilo環 礁,　Onari島,　 Nomwin環 礁,　East　Fayu島,

Pisaras島,　 Ono島,　 Magur島,　 Guam島,　 Rota島,　 Saipan島 な どの島 じまの方位

関係 がわか っている。 これか らぎゃ くにFanuwankuwenの 場 所 を推定す ることがで

きる。
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図7　 Fanuwankuwenの 位 置 の推 定(Tunui　 N鳬n　 Anufaの 知 識 を も とに作 成)

　 　 数 字 は 方 位 番 号 を示 す 。

　既発表 のPwuupwunapanapと い う知識項 目のなかで,　FanuwankuwenはGuam島

の 南東 部,Gaferut島 の 北 東部 に位 置す る こ とにな る 【秋道 　 1981b】。 こ う して

Fanuwankuwenの 位 置を推定 したのが図7で あ る。

　 さらにTipipiとTipapと い う2つ の島は,方 位番号で2,3(Rpの 場 合),あ るい

430,31(Mgの 場 合)の 方位 にあ ることにな っている。 しか し,他 の知識 項 目のな

かで言及 されていないため,こ れ らゐ島 じまが実在す るとして,そ の場所や名称 を定

め ることがで きない。

　 この知識 は,架 空 の島を中心に して,そ の周 囲に実在の島 と架空 の存在をあわせ も

つ 内容にな っている。 したが って,中 心に実在物 をす えそ の周囲に実在物 と架空の存

在を配置す るPwukofやWoofanuwの 場 合 と異な ってお り,両 者 の対比は興味があ
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る。

　 (5)Serhakinimasaccha

　 前 項の(3)でRuwatと い うサ ソゴ礁の位 置がおお よそGray　 Feather堆 にある と

わ か ってい るが,じ っさいの地点を同定す ることはむつか しい。 これ らのサ ソゴ礁 を

除外 して実在 する島 じまだけを もとに この知識の しめす航路を えが くと,図8の よ う

になる。 このなかには,お お くのサ ンゴ礁がふ くまれていることがわかる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図8　 Serhakinimasacchaの 地 図的 展 開

図 ではPuluwat環 礁 の 真 北 に は サ ン ゴ礁 が な い が,こ の航 海 で想 定 され て い るの は,そ の左 側

に あ るGray　 Feather堆 とMogami堆 で あ る。
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　 (6)Ripweripwen　 Anan　 Aniairh�

　Puluwat環 礁 を出発 してPulusuk島 に到着 してか ら方位番 号30に すすみ,さ らに

Ruwatan　 apinaneiか ら方位番号4に すすむ航路は,前 述 のRh饌niyと お な じであ る。

すなわ ち,こ の航路がPulusuk島 か らUlu1島 やMagur島Y'ゆ く うえで重要 な航路に

な ってい ることが示唆 され る(図9)。 一 方,Magur島 か らさ らに方位番号4に すす

んでFanuwankuwenと い う島に到着す るとい う想定が ここでも登場 す る。

図9　 Ripweripwen　 Anan　Aniairh驍ﾌ 地 図的展開

　　　　　　　 .コ ソパス方位

　　　　　　　 :想定航路
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　　　　　　　　　図10F馭駭　 Perhan　Ayufanの 地図的展開

図中で,Aは 口,　Bは 背びれ,　Cは 体,　Dは 腹びれ,　Eは 尾びれにそれぞれ対応する。

　 (7)F馭駭Perhan　 Ayufan

　 この知識 におけ る長い航路を海 図上 にあ らわ したのが図10で あ る。興味あ ることに,

図 か らもわかる ように,こ の航路はおお きな魚の形を している。すなわち,こ の魚は,

口(図10のA),背 び れ(図 の10のB),体(図10のC),腹 び れ(図10のD),尾 びれ

(図10のE)が 明 瞭にあ らわされ ている。そ して,こ の知識 の名称 でもある 「尾を く

くる」 とい った表現は,Truk礁 湖 の北 にある水路が尾 のつけ根 になってい るこ とか

らもわか る。

　 3.Riesenbergの 資 料 と の比 較

第 皿章であつか ったSatawa1島 の 資料は,筆 者 が1980年 に 同島 においてあつめた も

のであ る。これ らの知識内容 の うちい くつか は,す でにSatawa1島 よ り約300キ ロメー

トルほ ど東にあ るPuluwat環 礁 においてRiesenbergに よって調査 され,報 告 され て

いる 【RIESENBERG　 1976】。

　ここでは,Riesenbergの 資 料 とサ ワタル島におけ る資料 とを相互に比較 してどのよ

うな異同があ るのかを検討 してみたい。
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　 (1)　 Senong

　 Riesenbergは,　 Satawal島 で採集 したの と類似 したhelongと よばれ る知識を報告 し

てい る 【RIESENBERG　 1976:105-106】 。　Riesenbergの 報 告 では,ク ジ ラや島 の数 は6

で あ る。 また,筆 者の報告例 と比較す ると,Elato環 礁 がLamotrek環 礁 と01imarao

環礁 とのあいだにはい っている点がちが っている。

　 (2)Yarhuwow

　 RiesenbergがPuluwat環 礁 でaaiuwobwと よばれ る同様 な知識 を採集 してい る

表1　 Yarhuw6wの 比 較('111【n.d。 】 とRiesenberg【1976】 の 比 較)

島 ・サ ン ゴ礁

秋道 　 　 　 Riesenberg
　 　 Y　　 T

Puluwat 

Pulusuk 

Tamatam 

Pulap 

Ulul 

Magur 

Ono 

Onari 

Pisaras 

East Fayu 

Nomwin 

Fananu 

Murilo 

Truk 

Oroluk 

Ponphei 

Kosrae 

Ngatik 

Lukunor 

South pass of Satawan 

Ta 

Satawan 

Mor 

Kutu 

Etal 

Pass of Namoluk 

Pikelot 

Pulusuk 

Puluwat

●は言及されていることをしめす。
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[RiESENBERG　 1976:94-95】 。 この場合,　Riesenbergは,2人 の航海者か ら情報をえて

い る。筆者 の採集 した もの と登場す る島を比較 したのが表1で あ る。

　 これに よるとRiesenbergの 資 料 で,よ りおお くの島を経 由 して魚が逃げてい るこ

とがYの 例か ら読 み とれ る。Tの 例 は筆者 に よるもの よ りも数がす くない。 また,

Riesenbergの 記 述 では,　wurhaと い う魚ではな くmeruputと い う名前のブ ダイが島

か ら島へ逃 げ るとされ てい る。

　 (3)Rh饌niy

　 Riesenbergの 採 集 したr鱆liyと い う知識 では,や は りPulusuk島 か ら・・タを手 で捕

まえ ようとしてつ ぎつぎ と移動す る とい う内容 自体は おな じである。 しか しその移動

経路 はたいへんちが っている[RIESENBERG　 l976:95-96】 。

　 Puluwat環 礁 の航 海者Tに よる と,　Pulusuk島 か らNomwin環 礁 まで前 述 の

Yarhuw6wと お な じよ うなルー トで,し か もおな じ名称を もつサ ソゴ礁 の岩穴を経 由

して移動す る内容にな ってい る。Nomwin環 礁 か らは,　Onari島,　 Ruo,　 Murilo環 礁,

Truk環 礁,そ してPuluwat環 礁 に もどるルー トを とる。

　 一方,Puluwat環 礁 の航海者Yは,こ れ とは まった く別 の コースを とる。 しか も

サ ソゴ礁 の岩穴では な く,島 の水路 の名前 が言及 され る。 魚が移動す るル ー トは,

Nema島 を 出発 して西へむかい,　Yap島 を経 由 して,　HeleitaとAili畴と い う同定不

明の水路やNaih疣iwaと い うサ ソゴ礁 に到達す る設定Y'な っている。Heleita,　Ailiaf,

Naih疣iwaは い ずれ も,　Yap島 か らほぼ真西の方位 にあるとされている[RIESENBERG

1976:95-96)a

　 　(4)Tunui　 N鳬n　 Anufa

　 Riesenbergの 採 集 したt伃iiy　l鳬n　an洄faと い う知識は,筆 者 のあつめた もの とは内

容 的にか な り異な っている。Fanuankuwelと い う島の人が 島にあ るAn洄faと い う名

前 の ラグーソで松明を さまざまな方 向にか ざして,そ れぞれの方 向別 にあるものをつ

かまえて元の島に もどる とい う想定 自体はおな じであ る。

　 しか し,こ の知 識 そ の ものがMagur島 で 生 み 出 され た もので あ る ことか ら,

Puluwat環 礁 か らMagur島 に 到達 し,さ らにそ こか らAn洄faに 到 達す るまでの航

海 も内容 としてふ くまれ る点がおおき くちが っている。

　　(5)5erhakinimasaccha

　 RiesenbergがPuluwat環 礁 で採集 した同様 の知識は,　herekilimah當haと よばれ る

ものであ り,内 容がす こ しばか り異な っている。つ ま り,Puluwat環 礁 か ら真北にな

らぶサ ソゴ礁 の名前をみ ると,RuwatとWotongの あ いだにLemay馼とPisiiyaと い
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う2つ のサ ソゴ礁 がある。一方,Satawa1島 の事例 では,　WotongとPiaf驍ﾆ の あい

だにMerhoppwunとPisafが は い っている とい うちがいがある。 また,　Puluwat環 礁

か らすすむ航路 と立 ち寄 る島 じまもちが う。

　 Riesenbergの 資 料 で は,　h駑aayと い う別 項 の知 識 と して 記 述 され て い る

【RIESENBERG　 l976:98-99)。 このなかでえ られ た情報 は内容があ ま りあ きらかではな

い。 しか し,Puluwat環 礁 とTruk環 礁 間や,　East　Fayu島 とPisaras島 間 で,航 海の

軌跡 がV字 型の石干見を形づ くるよ うな想定 にな ってい る。

　 さらに,Gladwinに よる と,　maayewe疣　 limasechchaと い う知識 の なか で,　Gray

Feather　 Bank(堆)とMogami　 Bank(堆)に あるい くつか の場所をあげ,そ こか ら

Ulul島 とpikelot環 礁 のあ る方位の名称をのべ る知識があ るとしている。具体的な論

文 として公表 されていないのでその内容は不 明であるが,も しもこのこ とを考慮す る

な らぽ,筆 者がSatawal島 で えた情報,つ ま りSemaiとSerhakinimasacchaは 基 本的

におな じものであ る,と す る考 え方 と一致する。 ただ し,Puluwat環 礁 とTruk環 礁

間,あ るいはEast　 Fayu島 とPisaras島 間 での航海 がどのよ うな内容になってい るの

かは依然 として不 明であ る。

　 (6)Ripwer�wen　 Anan　 Aniairh�

　 Riesenbergは,　 ripw疣疣en疝iayr驍ﾆ い う知識項 目について記述 しているがその結

果 と筆者のあつめた ものはおおきく内容が異なってい る[RIESENBERG　 l976:106-107]。

　 Riesenbergの 資 料では,　Pulusuk島 を 出発 して方位番号30に すすみ,　Puluwat環 礁

に達す る。Puluwatか ら さらに30番 の方位に したが って航海 し,　Ruwat礁 に達す る。

Ruwat礁 か ら,方 位番号4の 方 向にすすみ,　Ulul島,　 Magur島 を へて,方 位番号14

にすすみPisaras島 に つ く。 ここか ら方位番 号13に ゆ き,　Truk環 礁 に達 す る。 そ して

方位番号22の 方位 に したが って最終 的にPulusuk島 に 到達す る。　Pulusuk島 を 出て

Pulusuk島 に もどるとい う内容構成にな っている点 がSatawal島 の事例 とたいへんに

ちが ってい ることがわ かる。

　 (7)F馭駭Perhan　 Ayufan

　 Riesenbergの あ つめた資料では,　per疣　ay曻�1と い う名前 の知識 として記述 され て

い る。そのなかで,「 魚 の尾 を しぼ る」 とい う意味 の知識 が背景 とな ったわけ につい

て記載 されてい る。

　 つ ま り,Puluwat環 礁 とHall諸 島(Namonuito諸 島)の あいだの海 は常に波 があ

り,し か もそ の海域の形 が魚に似 ているとい う。 この魚 の頭は南東 を,尾 は北西をむ

いてい る。 このイメージを よ りおおきな海域 に拡大す る と,上 顎がNamoluk一 環 礁,

583



国立民族学博物館研究報告　　18巻4号

下顎がLosap環 礁,　Oroluk環 礁 が背びれ,　Truk環 礁 が腹,　Murilo環 礁 が尾の上部

端,Pulusuk島 が尾 の下部 の端に相当す る とい う。

　 Pulusuk島 とMurilo環 礁 のあいだをむすぶ線上 に,　Puluwat環 礁,　Tamatam島,

Pulap島,　 Ulul島,　 Magur島,　 Ono島,　 Onari島,　 Pisaras島,　 East　Fayu島,　 Nom-

win環 礁,　Fananu島,　 Ruo島 といった島 じまを配列す ることがで きる。

　 (8)F鳬Yiyas

　 Riesenbergの 調 査 では,こ のf鳬yah[Satawal語 のF鳬Yiyas】 に かんす る資料 をお

お くあつめて記述 している。そのなかには,Pulusuk島 のF鳬YiyasやKafurhur島 の

首長 のF鳬Yiyas以 外 に,南 十字座の南 中時(つ ま り真南)の 方位における もの,方

位番 号12(カ ラ ス座 の出現す る方位)に おけ るもの などがふ くまれ ている。 このなか

で,Pulusuk島 とKafurhur島 に おけ る首長 の事例が比較上,興 味あ るので と りあげ

る。

　　(8-1)Yiyasan　 fan　wenewenenup　 me　w�　Sowuk

　 Pulusuk島 のF鳬Yiyasで は,方 位番号17,4,25の3つ の方位 について順番 にyiyas

を の ば して引 っ掛か る島やyeparhが の べ られてい る。　Satawal島 の 資料では方位番

号が17,4,25以 外 に,5と31の も のについてものべ られてい る。

　 比較で きる前者 の例のみについてみ よう。方位番号17,す な わち真南 に出現す る自

然現象では,最 初 の2つ について名称 と内容が ともに一致 してい る。 しか し,そ れ以

降 とな ると,ま った く内容 の一致がない。わずか,Taamと い う名称 がカ ヌーの浮 き

木 ない し無人 島を あらわす とされてい る点が類似 してい る。 またRiesenbergの 資 料

で言及 されている現象 の数は16で あ り,筆 者の収集 した8例 のち ょうど2倍 ある。

　 つ ぎに方位番号4にyiyasを の ば したさいに出現する現象 についてみ ると,ま った

く一致点がない。

　　(8-2)Yiyasan　 anai　S�　 Kafurhur

　 Kafurhur島 のyiyasは,2例 あ げ られ てい る。いずれ も,カ ロリソ諸島にふ くまれ

る島 じまの産物を中心 に言及 してい る点はSatawa1島 の例 と類似 してい る。食物 とし

ては,植 物性 のものには,サ ツマイ モ,タ ロイモ,パ ソノキ,パ パイヤ,コ コヤシ,

ジ ャワフ トモモ,タ ピオ カ,タ バ コな どがふ くまれ る。動物性 のものとしてはほ とん

どが魚であ り,そ のなかにはアイ ゴ,カ ジキマ グロ,ウ ミガメ,ア ジ,マ グ ロ,ボ ラ,

ツ ムブ リ,ト ビウオ,ミ ノカサ ゴ,タ カサ ゴ,ウ ツボ,メ ガネモチノウオ,ベ ラ,ヒ

メジ,カ ツオ,チ ョウチ ョウウオ,サ メ,シ ャコガイ,グ ソカン ドリ,カ ツオ ドリな

どがふ くまれ る。
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IV.結 論 と 討 論

　海から発想する知識

　本論で8つ の知識項目を検討すると,い くつかのことがあきらかになった。

　まず,知 識内容の重複については,1.か ら8.ま での事例を通覧すると,知 識のな

かで言及される内容は,異 なった知識項目,異 なった情報提供者であるにもかかわら

ずおなじ場合がある。しかし,全 体からみるとその数はきわめてすくないといわざる

をえない。この点でい うと,本 論でとりあげた知識がたがいV'互換性をもって応用さ

れるほど一般性をもつとは考えにくいことになる。

　一方,Satawal島 とPuluwat環 礁における知識内容を比較すると,各 項 目自体の概

略がおなじカロリソ諸島における航海術の知識や文化 として共有されていることがわ

かった。 しか し細部をみると,島 によって知識内容が異なるうえ,お なじ島であって

も情報提供者によって大幅に,と きには細部について内容の異同がみられる。 とくに

確認することが不可能な自然現象については,名 称や行動様式,実 態,数 や形態の特

徴においてバ ラつきがある。

　つぎに地図上でサソゴ礁の位置をじっさいにしらべると,い くつかのサソゴ礁は海

図上で具体的な名称をもつおおきなバ ンク(堆)に あたることがわかった。

　具体的には,Mogami堆,　 Condor礁,　 Uranie堆,　 Tarang礁 などがそうである。サ

ンゴ礁海域では,海 底の地形や漁撈 活動 との関連でおおくの地名をつけられているこ

とがある。むしろもっと詳細な地名があってもいいとおもわれるくらいである。

　 ここで,本 論でとりあげた知識の意義を吟味 しておきたい。Yarhuw6wとRh饌niy

の知識はいずれも魚を追いかけるとい う漁撈活動を主題 とした知識 である。Tunui

N鳬nAnufaは,ラ グーンで夜間,松 明を周囲にかざす ことを通 じて周囲の島を照 ら

しだす という内容の知識であ り,こ れは夜間の干潮時における松明漁を連想させるも

のであることはあきらかだろう。

　SerhakinimasacchaとF馭駭　 Perhan　Ayufanで は,航 路が魚の背びれや魚をとる石

干見,あ るいは魚 自体の形を しているという想定になっている。既発表のPwuup-

wunapanapも,海 面上にとてつもなくおおきなモソガラカワハギが浮かんでいると

い うイメージを利用 したものである。

　 このように本論でとりあげた知識のおお くは,漁撈 活動や海の生き物とたいへん密

接にかかわ った内容から構成されている。これは,航 海術の知識としてみた場合,き
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わめて当然の発想 といえるかもしれない。

　ただ,そ うした内容のあ り方を親 しみやすさ(familiarity)と い うことばであらわ

す以上に指摘 したいことがある。それは,こ れらの知識が航海がおこなわれる場での

位置や方位をしるうえで重要な認識手段となっている点である。このことは,も はや

まちがいないと私は考えている。

　一方,PwukofやWoofanuwは,あ る島から周囲のあらゆる方位に登場する島や

サンゴ礁,あ るいはさまざまな現象を網羅 した知識であった。これは島にいて想起す

ることのできる知識である。このことをここで強調 したい。とい うのは,F鳬Yiyas

という知識もまたパンノキの実を採集するというメタファーをもちいて,周 囲の島に

ある食物を採集した り,あ るいはさおをのば した先にいろいろな現象が出現するとい

う内容になってお り,い わば陸上から発想する海の知識であるといえる。

　陸からの航海術の知識がいわば静的であ り全方位的であるのにたいして,海 におけ

る航海術の知識は動的であ り,方位もつぎつぎと変化するという特徴がある。いわば,

これらは海から発想する知識であるといえる。

　架空の存在と空間認知

　すでに既発表論文で指摘 したように,架 空の存在 と実在物とが渾然一体 となった世

界を容認することなしに,カ ロリソ諸島における航海術の知識をとりあげることはで

きないとおもわれる。

　架空 とおもわれる存在は,本 論でとりあげた項 目のなかでもまんべんなく登場 し

た。ただしそのなかで,架 空といってもその意味が分化ないし多様化しているように

おもわれる。 このことをいくつかの観点から吟味してみよう。

　まず,航 海術の知識のひろが りとその外延のなかで,架 空の存在はどのように理解

することができるだろうか。

　カロリソ諸島の東側のマーシャル諸島や西側のフィリピソは,航 海術の知識のなか

では比較的,明 確に位置づけられている。 しかも,カ ロリソ諸島の外延にかんする情

報がカロリソ諸島の中央部においてしられている。そ うすると,中 央部よりさらに東

や西にいけぽよりくわ しい情報がえられるとも予想することができる。

　 しか しその他方,カ ロリソ諸島の南側にあたるニューギニアや周辺地域の情報が,

Kapingamarangi環 礁,　Nukuoro環 礁以外,明 瞭な形の知識 としてはほとんどしられ

ていない。す くな くとも,航 海術の知識からみるかぎり,カ ロリン諸島民にとり,南

側は航海領域からはずれる周縁部にあたるとおもわれる。
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　 Sen6ngの 知 識がそのこ とを端的 に示唆 してい る。おそ らくSen6ngの 知 識 に登場

す る クジラは,具 体的 な堆や洲である可能性を留保 した として も,さ らにその南には

なに もわか っていない ことを知識 として了解 させ る装置 とは考 えられないだろ うか。

する と,ク ジラは南の果てに立ちはだかる境界標示にな っている とみなす ことができ

る。

　一 方,北 のほ うをみ てみ よ う。本論 で と りあげた知識に あった ように,Fanuwan-

kuwen,　 Kafurhur,　 Tipipi,　 Tipapと い った島 じまが カ ロ リソ諸 島の北側海域 に存在

す るとされ ていた。そ して,実 在す るマ リアナ諸 島以外には,言 及 され る知識の量 も

たいへんにす くない。 しか し,FanuwankuwenとKafurhurだ け は例外 で,お お くの

知識のなかで執拗な までに登場す る し,Tunui　 N鳬n　 Anufaの よ うにFanuwankuwen

を 中 心的にあつか った知識 も存在す る。

　 この場合 も,Fanuwankuwen,　 Kafurhur,　 Tipipi,　 Tipapな どが北 の境 界にある島

として登場 す る。それ らの島 じまを越 えた領域 にかんす る知識は もはや存在 しない。

　 このよ うに してみ る と,東 西方 向には具体的な島 じまの存在が人び とに よって認識

され ている一方,南 北方向については,架 空の存在が既知 の領域 と未知 の領域 の境界

を標示す るもの として存在す ることになる。

　 ところが,境 界を標示す るための認識 の手段 として以外に,架 空 の存在 が利用 され

ていることがあ る。境界 二架空 とい う議論だけでは片づかないのである。例 をあげ よ

う。す でV'発 表 したPwuupwunapanapと い う知識にかんす る論文 で,実 在 と架空 の

問題を と りあげた。Pwuupwunapanapと い う知識は,　Pwuupwす な わちモ ンガ ラカ

ワ・・ギ と形態的に類似 したダイアモ ソ ド形を した空間領域(こ れ もPwuupwと よば

れ る)の4つ の頂点に,そ れ ぞれ特定の島が対応す るとい う内容のものであ る。

　 各頂点にあたる島は,か な らず しも実在す るものではない。 実在す る島 じまか らな

るPwuupwを じっさいに海図上 で作 図する と,ダ イアモソ ド形か ら変形 した形 に し

か ならない。

　 本論 との関連 で指摘 したいのは,架 空 の島 とお もわれ るFanuwankuwenやKafur-

hurを ふ くむPwuupwの 意 味であ る。 図に しめ した ように,　Gaferut島 とGuam島 に

くわ えて,FanuwankuwenとKafurhurを 他 の2頂 点 とす るダイ ヤモン ド形 をえが こ

うとす る と,ど うして も適当な場所 にFanuwankuwenとKafurhurを きめなければ な

らない。任意にえ らぶ と,Pwuupwの 形 はいか ように もかわ る(図11)。

　 だが,じ っさいの航海においては,い か ように もかわる海図 を想定す る必要 はまっ

た くない。頭 のなかでは きわめて整合的な形 を したPwuupwを 想 起すれ ぽ よいので
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図11Pwuupwunapanapに お け る架 空 の 島の 位 置 と空 間認 識

　　 　 GuamとGaferutは 実 在 の 島

　　 　 KafurhurとFanuwankuwenは 架 空 の 島

ある。 この点で,Pwuupwの 知識は架空の存在をつかって位置や空間を定位すると

い う重大な意味をになっているのである。

　さらに,島 やサンゴ礁ではなく,鳥 や魚,あ るいはクジラといった自然物であ りな

がら,架 空 とおもわれる存在のもつ意味についてふれておこう。すでにPwukofに か

んする論文で指摘 した ように,登 場する架空の動物は,1)偶 然に遭遇する不確かな

存在であること,2)た とえぽなんらかの理由で消失あるいは死んでも,別 のものに
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置換するという再生産,あ るいは再生する,と いう2つ の理論を踏まえてとらえられ

ている 【秋道　 1988】。

　Pwukofと いう知識は,海 上 というとりとめもな く,区 分することがむつかしい領

域で,し かも移動性のある動物の存在を人間がいかに して認知 し,利 用 してきたかを

しめす興味ある知識といえる。 しかも,Pwukofで は,実 在するとはおよそ考えにく

い形態や色,あ るいは行動様式をもつ動物が言及されている。

　 もしこれ らを一種の誇張,自 然状態からの逸脱 とみな したとしても,じ っさいに遭

遇する可能性の高い自然物 といったい峻別できるのであろ うか。この点は,依 然とし

て不明であろう。架空のものにしろ,実 在のものにしろ,そ れを区分できない世界の

認識手段 として,生 物が登場するところにこの知識の意味があるとおもわれる。

Pwukofは ある島からみて,あ る一定の方向に出現する生物現象をとりあげたもので

ある。これにたいして,本 論でとりあげたいくつもの知識は,移 動するなかで登場す

るさまざまな現象をのべるという特徴があった。両者の共通点は,出 現する方位がわ

かっていても,場 所 自体,あ るいは島からの距離がいっさい不明とい う点である。

　 じっさいに船で航海するとわかるように,時 間をおって,何 種類の生物に出くわす。

イルカの群れ,ア ジサシの飛来,流 木やヤシの実などの浮遊物。出現する時間も不確

定である。ほとんど30分おきごとにつぎつぎと鳥や魚があらわれることもあるし,ま

る1日,ま ったくなにも出くわさないこともあるからだ。このような過程を考えると,

航海術の知識のなかでつぎつぎといろいろな生物や現象が言及されるのはけっして奇

異なことではないとおもわれる。

　む しろ,航 海とい う海上移動の過程が,時 間をおって登場するさまざまな生物によ

って恣意的に区分されているとみなすことができないだろうか。つまり,け っして時

間や空間の概念た りうるというわけではないが,時 間的 ・空間的な変化を示唆する手

だてとして生物が出現すると解釈するわけである。

　航海者にとり,海 上で遭遇するあらゆる現象は世界をしる手だてになっているので

あり,な にもない,な にも出現 しない世界などあ りえないのである。実在 と架空はけ

っして峻別されるのではなく,連 続的に変化 し,し かもそれが渾然一体となっている

のである。一見,奇 妙な架空の存在を知識 として理解することは,航 海という世界そ

のもののあいまいさ,不 確かさを確認することにもなるのである。

　以上の点から,航 海術の知識を単に実用 と遊び,実 在 と架空といった知識の二元的

な解釈だけでとらえるべきではけっしてないことはあきらかだろう。これまでみたよ

うに,航 海術における架空の存在は,既 知の領域と未知の領域 とのあいだに横たわる
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境界を標示する装置 として、面としての空間イメージをつ くるうえで,さ らには時間

的 ・空間的な推移や変化を しる目安としてあるのではないか。

結局,全 体としてみると,架 空の存在は,現 実と異界の同居,空 間と時間の不確定

性をむ しろ肯定するものであるといえる。海とい う不確かな世界であればこそ,人 び

とは架空の存在を必要としたのである。
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